
経
　
済
　
提
　
携
　
の
　
瑳
　
秩

-
　
満
州
事
変
前
の
債
務
整
理
問
題
を
め
ぐ
っ
て
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聖

　

一

は

じ

め

に

満
州
事
変
直
前
の
一
九
三
一
(
昭
和
六
)
年
九
月
十
一
日
へ
日
中
「
双

方
ノ
協
調
可
能
ナ
ル
モ
ノ
モ
多
々
ア
レ
ハ
出
来
得
ル
限
り
空
気
ノ
緩
和

二
努
メ
協
調
気
分
ノ
醸
成
ヲ
計
」
る
た
め
宋
子
文
国
民
政
府
財
政
部
長

(
-
)

は
、
重
光
葵
駐
中
国
公
使
に
自
ら
の
大
連
行
き
を
提
案
し
た
。
し
か
し
'

実
行
さ
れ
る
直
前
の
九
月
十
八
日
へ
　
関
東
軍
の
謀
略
に
よ
る
満
州
事
変

が
勃
発
し
た
。

そ
れ
で
も
重
光
と
宋
子
文
問
の
関
係
は
、
す
ぐ
に
崩
れ
な
か
っ
た
。

翌
十
九
日
午
前
、
宋
子
文
は
'
重
光
と
の
会
談
上
へ
　
和
平
の
た
め
共
同

(
2
)

委
員
会
設
置
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
二
十
二
日
へ
　
共
同
委
員

会
案
は
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
放
棄
さ
れ
た
も
の
の
へ
後
の
日
中
直
接
交

l
・
,
J
]

渉
の
原
型
と
な
っ
た
。

重
要
な
こ
と
は
'
～
従
来
、
済
南
事
件
解
決
に
お
け
る
宋
子
文
の
親

(

4

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

,

ヱ

日
的
行
動
や
、
日
中
関
税
協
定
の
成
立
等
が
知
ら
れ
て
い
る
～
'
宋
子

文
と
重
光
の
提
携
関
係
が
満
州
事
変
直
後
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
に

あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
'
日
中
関
税
協
定
成
立
か
ら
満
州
事
変
勃
発

前
後
に
お
け
る
重
光
-
宋
子
文
関
係
=
日
中
間
の
　
「
提
携
」
を
具
体
化

す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
'
債
務
整
理
問
題
に
と
も
な
う
経
済
提
携
案

(
6
)

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

し
か
し
、
問
題
は
債
務
整
理
で
あ
る
。
貸
手
で
あ
る
日
本
と
借
手
で

あ
る
中
国
と
の
間
に
は
'
埋
め
が
た
い
溝
が
存
在
し
て
い
た
。
不
況
下

に
あ
る
日
本
は
'
巨
額
な
対
中
国
債
権
が
償
還
さ
れ
れ
ば
経
済
・
財
政

を
好
転
さ
せ
る
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
る
と
考
え
て
い
た
　
(
そ
れ
ゆ
え
へ
統

l
政
権
・
南
京
国
民
政
府
の
登
場
は
、
債
務
の
償
還
能
力
と
責
任
を
有

す
る
政
権
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
た
)
。
一
方
へ
　
国
民
政
府
に
と
っ
て

対
日
債
務
の
多
く
は
へ
　
西
原
借
款
に
代
表
さ
れ
る
無
担
保
不
確
実
債
務

1
3

で
あ
り
'
一
部
は
北
京
政
府
の
兵
器
借
款
で
あ
っ
た
　
(
表
)
。
国
民
政

府
は
'
自
ら
の
生
命
を
奪
う
た
め
に
使
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
-
-
こ



経済提携の臣秩(小池)

(秦)日本政府関係対中国不確実借款一覧表

1 . 預 金 部 関 係債 権

元 金現 存 額 利 子 延滞 額 計

(イ)直 接 債 権

青 島公 有 財 産 及 製

塩 業 補 償 国庫 証 券 9 ,7 7 5 , 5 6 0 FR 59 3 , 2 5 2 , 0 90 円 0 5 1 3 ,0 2 7 ,6 5 0 円 6 4

(ロ)間接 債 権

九 六 公債 2 ,6 3 8 , 2 0 0円 8 3 1 , 4 6 7円 5 2 3 , 4 6 9 , 6 6 7円 5 2

交 通 銀 行借 款 2 0 ,0 0 0 , 0 0 0 円 12 ,7 6 8 , 4 0 3円 2 2 3 2 , 7 6 8 , 4 0 3 円 2 2

第 二 次 有 線 電 信

m ョ 2 , 50 0 ,0 0 0 円 4 9 8 ,7 5 0 円 2 , 9 9 8 , 7 5 0 円

合 計 25 , 13 8 ,2 0 0 円 14 ,0 9 8 ,6 2 0 円 7 4 3 9 ,2 3 6 ,8 2 0 円 7 4

2 . 一 般 会 計 関 係 債 権

M :直 接 債 権

○ 兵 器 代 借 款 3 2 , 0 8 1 , 5 4 8円 0 2 1 2 , 8 3 2 ,6 19 円 2 0 4 4 ,9 1 4 , 16 7 円 2 2

○ 同利 払 借 款 1 6 , 4 7 0 , 1 1 3円 9 3 6 , 5 8 8 , 0 4 5円 5 5 2 3 ,0 5 8 , 1 59 円 4 8

○ 参 戦借 款 2 0 , 0 0 0 , 0 0 0円 !, 0 0 0 , 0 0 0円 2 8 , 0 0 0 , 0 0 0円

(⊃同利 払 借 款 10 , 2 6 7 , 6 5 5円 2 7 4 ,1 0 7 , 0 6 2円 10 1 4 , 3 7 4 , 7 1 7円 4 7

合 計 7 8 ,8 1 9 ,3 1 7 円 3 2 3 1 ,5 2 7 , 7 2 6円 8 5 1 1 0 , 3 4 7 , 0 4 4円 1 7

(ロ) 「政府 ニ於 テ元 利 金 ノ納 付 ヲ受 クへ キ特 約 ヲ有 ス ル 借款 」

13 ,7 5 0 ,0 0 0 円

○ 貴 会 鉄 道 借款

前 貸 10 , 00 0 ,0 0 0 円 3 ,7 5 0 ,0 0 0 円

○ 満 蒙 四 鉄 道 借 款

前 貸 2 0 , 0 00 ,0 0 0 円 8 , 80 0 ,0 0 0 円 28 ,8 0 0 ,0 0 0 円

○ 山東 二 鉄 道 借 款

前 貸

○ 吉 会 、 満 蒙 、 諸

鉄 道 借 款 前 貸 利

払 借款 第二 次

2 0 , 0 0 0 , 00 0円

7 , 9 9 7 ,0 8 1 円 8 0

1, 8 0 0 ,0 0 0円

4 , 1 7 8 , 4 7 5円 1 8

2 8 , 80 0 ,0 0 0円

1 2 , 1 7 5 , 5 5 6円 9 8

第三 次 5 ,2 8 6 ,8 2 0 円 5 1 2 , 5 1 1 , 2 3 9 円 7 0 7 , 7 9 8 , 0 6 0円 2 1

第 四 次 5 , 30 0 ,0 0 0 円 2 ,5 1 7 ,5 0 0 円 7 ,8 1 7 ,5 0 0 円

○ 有 線 電 信 借 款 20 ,0 0 0 ,0 0 0 円 9 ,0 0 0 ,0 0 0 円 2 9 ,0 0 0 ,0 0 0 円

(⊃黒 書 両 省 林 鉱

借 款 3 0 , 00 0 ,0 0 0 円 l l ,2 5 0 ,0 0 0 円 4 1 ,2 5 0 ,0 0 0 円

○ 電 信 林 鉱 利 払

借 款 第 三 次 1 , 1 2 5 , 00 0円 8 10 ,0 0 0円 1 , 9 3 5 ,0 0 0円

第 五 次 7 , 6 0 8 , 2 2 6円 54 5 , 4 7 7 ,9 2 3円 10 1 3 , 0 8 6 , 1 4 9円 6 4

第 六 次 2 , 6 5 9 , 9 2 3円 0 8 1 , 9 1 5 , 14 4円 60 4 , 5 7 5 ,0 6 7円 6 8

第 七 次 1, 1 1 8 , 7 6 6円 7 7 6 , 5 6 5 , 5 1 2円 1 5 , 6 8 4 , 2 7 8円 7 7

合 計 13 9 , 0 9 5 , 8 1 8 円 7 0 6 5 , 5 7 5 , 7 9 4円 5 8 2 0 4 , 6 7 1 , 6 1 3円 2 8

3 . 対 中 国文 化 事 業 特 別 会 計 関 係 債 権

青 島 公 有 財産 及製

塩 業 補 鍍 国 庫 証 券 3 ,5 0 0 ,0 0 0 円 1 , 14 2 ,6 2 6 円 2 4 i,6 4 2 ,6 2 6 円 2 4

総 計 2 5 6 ,3 28 ,8 9 6 円 6 1 1 1 5 , 59 6 ,8 5 8 円 4 6 3 7 1 ,9 2 5 ,7 5 5円 0 7

備考　一、 〇印は所謂西原借款(合計347,787,060円67)
二、預金部間接債権中標記した第二次有線電信借款2,500,000円は、東亜興業名義15,000,000円
借款の一部を構成するものである。

「秘　本邦政府関係対支不確実借款一覧表」
『不確実及無担保債権整理方交渉関係雑件』 (E. 1.6・0. J 5)から作成
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の
債
務
を
公
に
認
め
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
王
正
廷
外

交
部
長
等
ほ
西
原
借
款
の
存
在
自
体
を
否
足
し
へ
　
対
日
「
宥
和
」
的
な

宋
子
文
財
政
部
長
で
す
ら
西
原
借
款
の
名
を
冠
し
た
日
本
側
債
務
の
償

還
を
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
'
以
下
で
あ
き
ら
か
に
す
る
よ
う
に
'
財
政
難
の
南
京
国
民
政

府
は
'
外
資
の
導
入
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
'
対
外
信

用
の
回
復
へ
　
具
体
的
に
は
累
積
債
務
の
整
理
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

こ
に
'
日
中
間
で
債
務
整
理
交
渉
が
生
起
す
る
理
由
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

経
済
提
携
に
あ
た
っ
て
日
本
は
単
独
で
中
国
に
資
金
を
供
給
で
き
ず
ヘ

ア
メ
-
カ
金
融
資
本
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
へ

両
国
間
に
ほ
'
前
述
の
西
原
借
款
問
題
が
あ
っ
た
。
債
務
整
理
問
題
が

日
中
経
済
提
携
策
に
転
化
す
る
に
は
、
未
だ
多
-
の
問
題
が
両
国
の
間

に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

I
t
　
南
京
国
民
政
府
の
成
立
と

日
本
の
債
務
整
理
対
策

南
京
を
首
都
に
定
め
た
国
民
政
府
は
'
中
国
を
統
一
し
た
も
の
の
へ

慢
性
的
な
財
政
難
に
あ
え
い
で
い
た
。
そ
こ
で
へ
　
国
民
政
府
は
'
確
実

な
収
入
源
で
あ
る
関
税
・
北
京
関
税
特
別
会
議
(
一
九
二
五
年
十
月
二

十
六
日
～
二
十
六
年
四
月
十
日
)
　
で
列
国
の
同
意
を
え
て
い
た
七
種
差

(
8
)

等
税
(
輸
入
税
)
　
と
二
分
五
厘
輸
出
附
加
税
の
導
入
を
は
か
っ
た
。
問

題
は
'
前
者
の
七
種
差
等
税
の
場
合
へ
導
入
に
際
し
て
中
国
側
債
務
の

整
理
促
進
と
産
金
　
(
内
地
通
過
税
)
　
の
廃
止
が
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
'
条
件
を
云
々
す
る
以
前
に
、
英
米
両
国
が
中

国
の
関
税
自
主
権
回
復
を
認
め
た
た
め
へ
差
等
税
導
入
は
時
間
の
問
題

と
な
っ
て
い
た
　
(
国
民
政
府
は
、
T
九
二
九
年
二
月
l
日
の
導
入
を
め

ざ
し
て
い
た
)
。
こ
の
た
め
日
本
側
は
'
七
種
差
等
税
導
入
問
題
を
難

航
し
て
い
た
日
清
通
商
航
海
条
約
改
訂
交
渉
か
ら
分
離
し
'
債
務
整
理

(
9
)

の
促
進
を
条
件
に
承
認
し
ょ
う
と
し
た
。
交
渉
は
'
上
海
で
矢
田
(
七

太
郎
)
総
領
事
と
宋
子
文
財
政
部
長
と
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
'
七
種
差

等
税
の
導
入
と
債
務
整
理
促
進
の
た
め
関
税
よ
り
五
百
万
元
を
積
み
立

て
る
こ
と
で
同
意
が
成
立
し
た
。
し
か
し
'
最
終
段
階
で
宋
に
か
あ
っ

て
交
渉
に
あ
た
っ
た
王
正
廷
外
交
部
長
が
済
南
事
件
の
解
決
も
あ
わ
せ

る
よ
う
求
め
た
た
め
、
交
渉
が
こ
じ
れ
た
。
そ
こ
で
外
務
省
中
央
は
'

済
南
事
件
解
決
交
渉
を
再
開
す
る
こ
と
で
差
等
税
・
債
務
整
理
に
関
す

(
2

る
公
文
交
換
問
題
の
分
離
を
訓
令
.
施
行
予
定
日
直
前
の
一
月
二
十
1

日
へ
債
務
整
理
問
題
で
日
中
間
の
同
意
が
成
立
。
枢
密
院
本
会
議
の
可

決
と
天
皇
裁
可
の
見
通
し
が
つ
い
た
三
十
日
、
日
本
側
回
答
が
発
送
さ

・.〓

れ
へ
　
ギ
リ
ギ
-
の
段
階
で
公
文
交
換
と
な
っ
た
。

-
・
だ
が
'
関
税
増
収
中
か
ら
五
百
万
元
の
償
還
財
源
を
確
保
し
え

た
と
考
え
る
日
本
側
に
対
し
て
'
l
月
二
十
九
日
の
国
民
政
府
行
政
院

会
議
で
は
'
上
記
の
五
百
万
元
を
専
ら
内
国
債
整
理
に
充
当
さ
れ
る
こ

J

1

,

と
が
決
議
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
北
京
関
税
特
別
会
議
で
も
整
理
対

象
の
債
務
に
お
け
る
内
外
債
の
分
配
比
率
に
つ
い
て
は
へ
継
続
案
件
と

し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

債
務
整
理
の
内
容
に
つ
い
て
不
明
確
さ
が
加
わ
る
な
か
へ
　
l
九
二
九

(
昭
和
四
)
年
四
月
二
日
に
大
蔵
・
外
務
両
省
係
官
会
議
が
開
催
さ
れ

22



経済提携の鐸鉄(小池)

た
(
大
蔵
省
側
一
冨
田
勇
太
郎
理
財
局
長
へ
公
森
太
郎
事
務
官
へ
青
木

一
男
国
庫
課
長
へ
外
務
省
側
‥
有
田
八
郎
亜
細
亜
局
長
へ
谷
正
之
第
一

課
長
、
田
中
義
造
事
務
官
)
。
会
議
で
は
'
次
の
諸
点
が
合
意
さ
れ
た
。

ま
ず
,
第
一
に
民
間
対
中
国
債
権
者
を
網
羅
す
る
債
権
者
組
合
を
組
織

す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
こ
れ
は
へ
対
中
国
債
権
の
統
一
的
整
理
を
め
ざ

し
た
も
の
で
あ
り
、
「
場
合
二
依
-
テ
ハ
対
支
非
公
式
交
渉
ニ
モ
利
用

シ
得
へ
ク
」
と
考
え
ら
れ
'
将
来
的
に
借
款
整
理
組
合
・
対
中
国
投
資

組
合
と
も
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
)
。
第
二
に
債
権
者
会
議
開

催
前
,
非
公
式
に
中
国
側
と
意
見
交
換
を
お
こ
な
う
こ
と
で
大
蔵
・
外

務
両
省
間
で
合
意
し
た
。
ま
た
へ
「
国
民
政
府
ノ
財
政
状
況
ヲ
詳
知
シ

且
債
務
整
理
ノ
具
体
案
作
成
」
の
た
め
へ
公
森
大
蔵
事
務
官
を
上
海
に

出
張
さ
せ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
へ
第
三
に
'
五
百
万
元
の
債

務
整
理
資
金
を
横
浜
正
金
銀
行
(
あ
る
い
は
正
金
・
香
上
両
銀
行
)
に

積
立
保
管
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
上
で
大
蔵
省
側
か
ら
実
際
の
債

務
整
理
交
渉
の
手
順
に
つ
い
て
整
理
範
囲
を
限
定
し
、
総
額
を
あ
る
程

度
ま
で
減
少
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
て
い
る
(
大
蔵

省
側
と
し
て
は
'
対
中
国
債
権
の
政
府
肩
代
わ
り
は
考
慮
し
て
い
な
か

(S)

っ
た
)
0
さ
ら
に
、
同
年
六
月
二
十
六
日
'
在
上
海
重
光
総
領
事
の
帰
朝
を
期

に
、
亜
細
亜
局
長
室
で
第
二
回
目
の
大
蔵
・
外
務
両
省
打
合
会
議
が
開

か
れ
た
(
参
加
者
へ
大
蔵
省
側
】
冨
田
理
財
局
長
'
青
木
国
庫
課
長
'

外
務
省
側
‥
在
上
海
重
光
総
債
事
へ
谷
第
一
課
長
、
田
中
事
務
官
)
0

席
上
,
九
六
及
山
東
国
庫
証
券
の
確
保
は
む
ず
か
し
い
こ
と
。
債
権
代

表
会
議
も
開
催
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
五
百
万
元
の
月
割
額
墾
止
も
中

国
側
に
と
っ
て
は
「
関
税
協
定
上
ノ
義
務
ニ
モ
ア
ラ
ス
」
た
め
に
強
制

で
き
ず
,
「
カ
ク
ノ
如
キ
末
節
枝
葉
ノ
問
題
二
付
相
争
フ
ヨ
リ
モ
寧
日

国
民
政
府
宛
ノ
公
文
ヲ
以
テ
関
税
協
定
ニ
「
レ
フ
ァ
ー
」
シ
債
権
代
表

会
議
開
催
方
ヲ
正
面
ヨ
-
堂
々
ト
督
促
ス
ル
コ
ト
一
奏
有
効
ナ
ル
へ
シ

(
3

-
述
へ
一
同
異
議
ナ
シ
」
と
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
四
点
が
日
本
の
債
務
整
理
要
求
の
原
型
と
な
っ
た
。
そ
し
て
へ

債
務
整
理
資
金
の
五
百
万
元
が
絶
え
る
こ
と
な
-
積
み
立
て
ら
れ
る
な

か
,
宋
子
文
は
「
自
重
ノ
空
気
ヲ
一
層
良
好
ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
努
力
シ
タ

ク
日
本
力
関
税
自
主
権
承
認
等
ノ
如
ク
関
税
問
題
二
付
談
合
一
段
落
モ

(
2
)

着
カ
バ
」
債
務
整
理
交
渉
を
始
め
る
と
の
べ
る
に
い
た
っ
た
。

だ
が
,
反
蒋
介
石
運
動
の
な
か
へ
債
務
整
理
(
西
原
借
款
問
題
)
ち

「
段
棋
瑞
ス
ラ
責
ヲ
負
ヒ
テ
整
理
セ
シ
ニ
蒋
介
石
ハ
l
己
ノ
私
利
ノ
為

(
3

ニ
一
朝
ニ
シ
テ
之
ヲ
承
認
セ
リ
」
と
非
難
の
材
料
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
た
め
王
正
廷
外
交
部
長
は
'
十
月
四
日
、
記
者
団
に
対
し
て
'
西
原

借
款
不
承
認
を
声
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

2
.
債
務
整
理
交
渉
の
開
始

(
-
)
債
務
整
理
交
渉
の
開
始
1
日
中
関
税
協
定
と
債
務
整
理
～

債
務
整
理
問
題
に
解
決
の
兆
し
が
見
え
な
い
な
か
へ
一
九
二
九
年
末

か
ら
在
上
海
重
光
総
債
事
(
佐
分
利
貞
男
公
使
の
死
後
、
臨
時
代
理
公

使
)
と
宋
子
文
財
政
部
長
と
の
間
で
水
面
下
進
ん
で
い
た
関
税
協
定
交

渉
が
翌
三
〇
年
に
入
り
表
面
化
し
っ
つ
あ
っ
た
。
同
交
渉
で
も
債
務
整

理
問
題
は
推
進
さ
れ
る
べ
き
日
本
側
の
要
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'
谷
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亜
細
亜
局
第
一
課
長
は
'
対
中
国
債
権
者
組
合
幹
事
の
内
田
勝
司
に
「
絶

対
条
件
ト
シ
テ
債
務
整
理
ヲ
強
要
シ
之
カ
タ
メ
通
商
条
約
交
渉
ヲ
犠
牲
(
」
)

ニ
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ハ
避
ケ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
」
と
の
べ
て
い
た
。

ま
た
へ
債
権
者
側
に
は
、
「
中
央
政
府
ノ
借
款
ハ
一
括
シ
テ
此
内
外
債

整
理
委
員
会
ニ
テ
整
理
セ
ソ
ト
ス
ル
方
針
」
が
維
持
さ
れ
'
「
重
光
代

理
公
使
ニ
ヨ
-
条
約
改
訂
問
題
ガ
順
次
進
捗
ス
レ
¥
之
レ
ト
相
侯
ツ
テ

(
2
)

債
務
整
理
問
題
モ
進
展
ス
ベ
ク
」
と
す
る
楽
観
論
も
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
へ
債
務
整
理
問
題
は
'
日
中
関
税
協
定
交
渉
の
条
件
と
し
て
浮
上
し

な
か
っ
た
。

と
は
い
え
外
務
省
中
央
か
ら
は
'
関
税
協
定
交
渉
中
も
債
務
整
理
促

(
2
)

進
の
た
め
債
権
者
会
議
を
開
催
さ
せ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

を
う
け
て
重
光
は
'
一
九
三
〇
(
昭
和
五
)
年
一
月
二
十
五
日
、
「
一
'

債
権
会
議
ノ
至
急
開
催
」
「
二
へ
債
務
償
還
基
金
年
額
ノ
増
加
」
「
三
、

前
記
年
額
中
相
当
部
分
ヲ
日
本
側
銀
行
二
保
管
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
　
の
三

(S)

点
を
宋
財
政
部
長
に
要
求
し
た
。
だ
が
'
財
政
難
の
中
国
側
に
と
っ
′
て

債
権
者
会
議
開
催
日
の
決
定
や
'
債
務
整
理
に
関
す
る
往
復
公
文
の
修

正
提
議
等
は
'
簡
単
に
受
け
い
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
重
光
と
し
て
も
一
旦
、
十
月
一
日
以
前
に
開
催
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
債
権
者
会
議
を
'
日
中
関
税
協
定
交
渉
「
全
般
ノ
妥
結
上
不
利
」

で
あ
る
た
め
へ
　
「
将
来
適
当
ノ
機
会
ヲ
求
メ
テ
提
議
」
す
る
こ
と
と
し

(
2
1
)

た
。
そ
し
て
へ
　
こ
の
過
程
を
踏
ま
え
て
重
光
は
外
務
省
中
央
に
債
権
者

代
表
の
選
定
等
(
暗
に
自
分
を
さ
し
て
い
る
)
　
を
要
求
し
て
い
っ
た
の

a

で
あ
る
。
l
方
へ
　
日
本
国
内
で
は
'
横
浜
正
金
銀
行
二
二
井
物
産
お
よ
び
東
亜

興
業
よ
り
'
日
中
関
税
協
定
に
際
し
て
「
一
、
支
那
政
府
ヲ
シ
テ
速
二

債
権
者
会
議
ヲ
招
請
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
「
二
へ
債
務
整
理
基
金
年
額
五

百
軍
刀
ヲ
本
年
度
ハ
相
当
巨
額
二
増
加
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
「
三
へ
塩
余

借
款
日
本
分
整
理
資
金
年
額
三
百
数
十
蔦
元
着
立
案
ヲ
実
現
セ
シ
ム
ル

コ
ー
」
　
の
三
点
の
要
求
と
と
も
に
へ
　
「
整
理
方
法
ノ
確
定
実
行
セ
ラ
ル

ル
ニ
至
ル
迄
一
切
事
項
ヲ
進
行
セ
シ
メ
サ
ル
コ
ト
ニ
支
郡
当
局
ト
御
取

3
断
乃

極
メ
置
被
下
度
」
と
の
強
硬
な
請
願
が
な
さ
れ
て
い
た
。
大
蔵
省
側
よ

り
も
'
日
中
関
税
協
定
交
渉
が
峠
を
越
え
て
締
結
を
ま
つ
ば
か
り
と
な

っ
て
い
た
三
月
四
日
に
　
(
締
結
は
十
二
日
)
へ
　
「
差
別
的
二
整
理
ス
へ
シ

ト
ノ
案
モ
有
之
ヤ
二
間
及
候
虚
斯
ノ
如
キ
ハ
支
那
側
二
於
テ
其
ノ
対
内

政
策
上
主
張
ス
ル
コ
ト
ア
リ
ト
ス
ル
モ
本
邦
-
シ
テ
ハ
如
何
ナ
ル
点
ヨ

-
ス
ル
モ
之
ヲ
承
認
ス
ル
能
ハ
サ
ル
次
第
二
付
キ
」
と
西
原
借
款
を
除

s

外
視
し
な
い
よ
う
三
銀
行
か
ら
の
要
望
が
つ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
'
正
金
等
債
権
者
と
大
蔵
省
は
'
「
債
務
整
理
基
金
五
百
万
元
ヲ
本

:
ォ
s

年
度
ハ
相
当
巨
額
二
増
加
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
を

う
け
て
四
月
九
日
へ
　
西
原
借
款
に
つ
い
て
も
'
外
務
省
中
央
よ
り
重
光

に
'

(
前
略
)
所
謂
西
原
借
款
二
関
シ
国
民
政
府
二
於
テ
ハ
之
ヲ
除
外

シ
又
ハ
差
別
的
二
取
扱
ハ
ソ
ト
ス
ル
ノ
態
度
ア
ル
ヤ
ニ
認
メ
ラ
ル

ル
モ
此
際
萄
モ
右
支
那
側
ノ
態
度
ヲ
容
認
ス
ル
カ
如
キ
ハ
面
自
カ

ラ
ス
且
ツ
債
務
整
理
問
題
ノ
将
来
二
及
ホ
ス
影
響
重
大
ナ
ル
へ
キ

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
本
件
借
款
二
関
シ
テ
ハ
客
年
7
月
債
務
整
理
二
関
ス

ル
日
支
交
換
公
文
二
依
り
支
那
側
ハ
関
税
会
議
ノ
討
議
(
債
務
無

差
別
整
理
方
針
ヲ
含
ム
)
ニ
対
シ
正
当
ナ
ル
考
慮
ヲ
払
フ
コ
ト
-
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経済提携の瑳秩(小池)

ナ
-
居
ル
次
第
モ
ア
ル
ニ
付
此
際
貴
官
又
ハ
三
井
大
村
等
二
於
テ

債
務
整
理
問
題
二
関
シ
支
那
側
ト
接
触
セ
ラ
ル
ル
場
合
ニ
ハ
西
原

借
款
ノ
除
外
又
ハ
差
別
的
整
理
等
二
関
シ
何
等
「
コ
ミ
ッ
ト
」
セ

ラ
レ
サ
ル
様
致
度
ク
其
他
我
方
民
間
債
権
者
等
二
於
テ
モ
本
件
借

款
二
関
シ
無
責
任
ノ
言
動
無
キ
様
厳
二
御
注
意
ア
リ
タ
シ
(
後
略
)

(S)

と
の
訓
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
外
務
省
中
央
で
は
'
西
原
借
款
の
存
在
を

重
要
視
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
重
光
は
'
国
民
政
府
の
財

政
難
を
理
由
に
「
此
ノ
際
日
本
債
権
者
側
二
於
テ
北
京
関
税
会
議
二
於

ケ
ル
討
議
ヲ
考
慮
二
人
ル
ル
コ
ト
ヲ
楯
ニ
シ
テ
西
原
借
款
ノ
承
認
方
ヲ

露
骨
二
高
調
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ハ
却
テ
債
務
整
理
ノ
目
的
ノ
達
成
ヲ
困
難

(S)

ナ
ラ
シ
ム
」
も
の
と
し
て
反
論
す
る
。
こ
の
よ
う
な
反
論
の
背
景
に
は
'

実
際
、
国
民
政
府
財
政
部
が
「
(
一
)
本
年
度
ヨ
-
毎
年
政
府
二
於
テ

五
百
革
冗
ヲ
支
出
シ
債
務
整
理
ノ
準
備
ヲ
為
ス
コ
ト
」
「
(
二
)
外
債
ハ

小
口
ノ
モ
ノ
ヲ
大
口
ニ
纏
メ
ル
方
法
二
依
り
国
権
及
財
政
伴
二
損
失
ナ

(S)

キ
ヲ
期
」
し
て
お
り
へ
誠
実
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
一
方
、
幣

原
・
外
務
省
中
央
は
、
枢
密
院
精
査
委
員
会
で
債
務
整
理
の
促
進
を
約

(
8

束
し
,
関
税
協
定
の
第
四
議
定
書
と
し
て
明
文
化
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

外
務
省
中
央
・
幣
原
と
し
て
は
'
整
理
を
実
態
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

(
2
)
債
務
一
括
整
理
方
針

そ
こ
で
重
光
は
'
四
月
十
八
日
、
宋
子
文
の
政
治
的
立
場
を
擁
護
し

つ
つ
,
「
事
実
上
支
那
ノ
債
務
整
理
二
歩
ヲ
進
ム
ル
ニ
ア
ラ
ス
ム
ハ
支

那
ノ
最
必
要
ト
ス
ル
「
信
用
」
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
ス
従
テ
実
際
建
設
的

事
業
二
踏
出
シ
得
サ
ル
結
果
ト
ナ
ル
へ
シ
ト
ノ
議
論
ヲ
以
テ
説
得
二
努

メ
裏
面
ヨ
リ
支
那
政
府
ハ
西
原
借
款
ト
カ
何
借
款
ト
カ
債
務
ノ
性
質
ノ

論
議
二
触
レ
ス
「
ラ
ソ
プ
サ
ム
」
ト
シ
テ
最
大
限
ノ
財
源
ヲ
提
供
シ
債

権
者
二
於
テ
適
宜
之
ヲ
按
分
ス
ル
ノ
大
体
案
ヲ
以
テ
進
ム
コ
ト
ト
セ
ハ

(S)

政
治
的
ノ
故
障
ヲ
避
ケ
得
へ
キ
」
と
の
方
針
を
打
ち
だ
し
た
。
そ
し
て
へ

骨
宗
鑑
を
し
て
国
民
政
府
が
債
務
整
理
に
支
出
で
き
る
最
大
限
額
を
内

示
さ
せ
、
交
渉
の
目
標
を
こ
の
最
大
限
度
額
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
に

設
定
し
た
の
で
あ
る
。

債
務
一
括
整
理
方
針
に
そ
っ
て
宋
子
文
財
政
部
長
は
'
西
原
借
款
問

題
を
浮
上
さ
せ
ず
に
債
務
整
理
資
金
の
分
配
を
お
こ
な
い
二
九
六
〇

年
償
還
を
目
途
と
す
る
案
を
た
て
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
へ
出
先
・
現

地
に
お
け
る
債
務
一
括
整
理
方
針
で
の
一
致
は
、
日
中
関
税
協
定
の
締

結
と
も
あ
い
ま
っ
て
日
中
間
の
宥
和
を
促
進
さ
せ
た
。
宋
子
文
を
し
て

井
上
準
之
助
大
蔵
大
臣
に
国
民
政
府
財
政
顧
問
の
派
遣
を
要
請
す
る
ま

(S)

で
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
国
民
政
府
財
政
部
作
成
「
債
務
整
理
大
綱
案
」
を
'
日
本
側
は
'

次
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。

「
支
那
側
債
務
整
理
大
綱
案
ノ
骨
子
及
之
二
対
ス
ル
批
評
」

一
、
整
理
大
綱
案
ノ
骨
子

支
那
側
債
務
整
理
大
綱
案
ノ
骨
子
ハ
　
(
一
)
或
種
債
務
ノ
承
認

問
題
乃
至
利
息
問
題
等
ノ
障
磯
ヲ
避
ク
ル
タ
メ
先
ツ
支
那
力
関

税
収
入
中
ヨ
リ
毎
年
支
出
シ
得
へ
キ
整
理
基
金
ヲ
決
定
シ
(
関

税
剰
飴
ノ
大
部
分
ヲ
之
二
充
当
ス
ル
コ
ト
)
之
力
各
国
債
権
額

二
対
ス
ル
分
配
率
ハ
鉄
道
交
通
関
係
債
務
二
対
シ
テ
ハ
鉄
道
復
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旧
迄
少
ク
モ
整
理
資
金
ノ
四
分
ノ
ー
ヲ
充
当
シ
　
(
鉄
道
関
係
債

務
ハ
鉄
道
復
旧
後
ハ
鉄
道
収
入
ヲ
以
テ
整
理
ス
ル
立
前
ナ
ル
モ

交
通
関
係
債
務
ハ
鉄
道
復
旧
後
モ
関
税
収
入
ヲ
以
テ
整
理
セ
ン

ト
ス
ル
キ
ノ
ノ
如
シ
)
　
他
ノ
四
分
ノ
三
ハ
内
債
二
対
ス
ル
分
ヲ

差
引
キ
各
国
間
ノ
決
定
二
一
任
ス
ル
モ
関
税
収
入
中
ヨ
-
支
出

ス
へ
キ
支
払
年
額
ヲ
決
定
ス
ル
ニ
当
-
テ
ハ
先
以
テ
関
税
収
人

中
ヨ
-
毎
年
千
五
百
万
元
ノ
建
設
資
金
支
出
ヲ
認
ム
へ
シ
ト
ナ

シ
　
(
二
)
全
体
ノ
整
理
期
間
ヲ
一
九
六
〇
年
迄
ト
シ
　
(
三
)
整

理
ス
へ
キ
債
務
ノ
範
囲
ハ
鉄
道
部
財
政
部
其
他
中
央
政
府
又
ハ

其
ノ
機
関
力
負
担
シ
若
ク
ハ
保
証
ス
ル
l
切
ノ
債
務
務
並
二
損

∴-～

害
賠
償
金
ヲ
包
含
セ
ソ
-
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
(
後
略
)

こ
れ
を
重
光
ほ
「
債
務
整
理
ヲ
具
体
的
二
進
捗
セ
シ
メ
ソ
-
ス
ル
誠

意
力
充
分
二
見
ユ
居
ル
ノ
-
ナ
ラ
ス
良
好
ニ
ナ
-
ツ
ツ
ア
ル
日
本
ト
ノ

関
係
ヲ
利
用
シ
テ
将
来
貨
幣
制
度
ノ
改
革
二
迄
日
本
側
ノ
援
助
ヲ
期
待

ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
相
当
意
味
伸
長
ナ
ル
次
第
ナ
ル
カ
債
務
整
理
ノ
問

題
二
付
テ
ハ
西
原
借
款
二
対
ス
ル
輿
論
ノ
景
シ
キ
ニ
鑑
三
ア
右
宋
子
文

ノ
大
綱
案
二
依
ル
ノ
外
解
決
ノ
途
ナ
カ
ル
へ
ク
」
と
理
解
し
て
同
案
を

(a)

至
急
同
意
す
る
よ
う
請
訓
す
る
。
重
光
は
'
同
案
が
北
京
関
税
特
別
会

議
で
の
各
国
債
権
額
按
分
率
を
採
用
し
'
銀
相
場
関
係
で
利
益
を
え
て

い
る
中
国
側
債
権
者
(
銀
行
家
)
　
も
利
用
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た
。

そ
し
て
へ
　
重
光
は
'
六
月
五
日
へ
　
債
務
整
理
を
「
第
一
ハ
債
務
ノ
承

認
間
藤
就
中
或
種
ノ
債
務
ヲ
承
認
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
問
題
へ
第
二
ハ
利
息

問
題
即
チ
過
去
ノ
利
息
ヲ
如
何
ニ
ス
ル
ヤ
又
将
来
ノ
利
息
ヲ
如
何
二
定

ム
ル
ヤ
ノ
問
題
へ
　
第
三
ハ
債
務
支
払
ノ
為
支
那
ノ
支
払
フ
年
額
及
支
払

年
限
ノ
問
題
」
と
三
段
階
に
分
け
て
考
え
る
宋
子
文
に
「
西
原
借
款
ノ

整
理
ハ
其
ノ
条
件
ハ
兎
モ
角
全
部
之
ヲ
一
併
整
理
ス
ル
コ
ト
ハ
単
二
財

政
経
済
上
ノ
点
ヨ
-
日
支
双
方
二
必
要
」
「
日
本
ハ
債
務
整
理
ノ
結
果

支
払
ヲ
受
ク
へ
キ
金
額
ノ
中
ヨ
-
適
宜
支
那
二
援
助
ヲ
与
フ
ル
意
味
ニ

テ
資
金
ヲ
供
給
ス
ル
ノ
途
ヲ
研
究
シ
待
ラ
レ
サ
ル
理
ナ
シ
-
考
フ
」
そ

し
て
へ
　
「
大
体
債
権
者
側
ト
債
務
者
タ
ル
支
那
政
府
-
ノ
間
ノ
取
極
ニ

シ
テ
之
ヲ
以
テ
国
際
候
的
ト
シ
テ
立
法
院
等
二
附
議
ス
ル
必
要
ア
ル
カ

如
キ
形
式
ノ
モ
ノ
ト
セ
サ
ル
様
ノ
方
法
ヲ
考
案
サ
レ
ル
必
要
ア
ル
へ

シ
」
と
'
こ
れ
ま
で
の
債
務
一
括
整
理
方
針
を
l
歩
踏
み
だ
し
'
経
済

'=,

援
助
に
よ
る
提
携
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
五
月
十
九
日

の
段
階
で
対
中
国
債
権
者
組
合
総
会
で
谷
正
之
亜
細
亜
局
第
一
課
長
が

「
今
次
ノ
債
務
整
理
ハ
支
那
ノ
対
外
信
用
ヲ
高
ム
ル
所
以
ニ
シ
テ
右
整

理
実
現
ノ
暁
ハ
債
権
者
二
於
テ
新
タ
ナ
ル
投
資
二
善
ン
テ
応
ス
へ
キ
コ

ト
ヲ
支
那
側
二
印
象
セ
シ
ム
ル
コ
ト
可
然
」
と
t
　
の
べ
て
い
た
と
こ
ろ

(
3
)

で
も
あ
っ
た
。

1
方
へ
　
外
務
省
中
央
で
も
'
重
光
の
裏
話
に
対
し
て
「
近
時
銀
価
ノ

暴
落
ハ
当
分
恢
復
ノ
見
込
ナ
キ
ヤ
ニ
伝
へ
ラ
レ
従
テ
将
来
支
那
ノ
貿
易

ハ
減
少
シ
関
税
収
入
モ
実
質
上
減
少
ス
ル
ヤ
ニ
認
メ
ラ
ル
ル
処
右
ハ
当

面
ノ
債
務
整
理
財
源
問
題
二
重
大
ナ
ル
関
係
ア
ル
ニ
付
本
年
l
月
以
来

ノ
関
税
収
入
並
二
将
来
ノ
関
税
収
入
予
想
案
御
取
調
ノ
上
回
電
ア
リ
タ

R照E

シ
」
と
銀
価
動
向
の
調
査
を
訓
令
。
上
海
入
り
す
る
対
中
国
債
権
者
組

合
の
面
々
に
つ
い
て
は
へ
　
「
債
権
者
等
ハ
自
己
ノ
利
益
ノ
擁
護
二
遺
漏

ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
飴
リ
不
知
不
識
ノ
問
時
宜
二
適
セ
サ
ル
態
度
二
陥
ル
ノ

虞
ナ
シ
ト
セ
ス
」
た
め
へ
　
充
分
注
意
し
っ
つ
'
解
決
へ
と
導
く
よ
う
命

2b
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(fi

ず
る
。
そ
し
て
、
債
権
者
代
表
と
し
て
重
光
の
地
位
を
再
確
認
し
た
上

で
、
幣
原
は
'
(
a
)
中
国
側
増
額
範
囲
の
調
査
へ
　
(
b
)
債
権
配
分
率

承
認
へ
　
(
C
)
整
理
年
額
の
保
管
制
度
確
認
、
(
d
)
幣
制
顧
問
派
遣
に

つ
い
て
は
考
慮
中
、
と
の
四
点
を
六
月
十
六
日
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た

(
十
八
日
、
大
蔵
省
側
の
同
意
も
え
た
)
。
し
か
し
、
こ
の
訓
令
は
'
(
a
)

の
点
で
宋
子
文
の
債
務
整
理
案
に
対
し
て
「
西
原
借
款
等
ヲ
事
実
踏
-

倒
シ
タ
ル
数
字
ヲ
提
出
シ
来
ル
虞
モ
ア
ル
ニ
付
本
件
大
綱
案
二
主
義
上

ノ
賛
同
ノ
意
ヲ
表
シ
従
テ
年
額
等
二
関
シ
非
公
式
協
議
二
人
ル
以
前
二

右
解
除
贋
ノ
所
謂
大
部
分
力
如
何
ナ
ル
程
度
割
合
ノ
モ
ノ
ナ
ル
カ
又
五

百
万
元
自
身
モ
多
少
宛
ニ
テ
モ
逐
年
増
額
ノ
飴
地
ア
ル
モ
ノ
ナ
-
ヤ
否

ヤ
ニ
付
支
那
側
ノ
腹
ヲ
問
ヒ
貿
ス
コ
ト
必
要
ナ
-
ト
」
と
の
不
信
感
を

(
3
8
)

内
包
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
'
中
国
側
整
理
資
金
は
'
海
関
金

単
位
制
の
導
入
に
よ
り
銀
価
下
落
の
影
響
は
小
さ
-
、
関
税
の
自
然
増

収
分
と
合
わ
せ
て
増
額
可
能
と
見
積
も
っ
て
い
た
。

現
地
側
で
は
'
こ
の
よ
う
な
対
中
国
不
信
感
に
満
ち
た
訓
令
を
'
「
支

那
側
提
案
二
依
り
毎
年
幾
許
ノ
資
金
ヲ
提
供
シ
得
ル
ヤ
ヲ
確
ム
ル
ガ
如

キ
ハ
正
シ
ク
支
那
側
当
局
ノ
誠
意
二
対
ス
ル
不
信
任
ノ
意
思
表
示
ノ
如

ク
折
角
有
利
二
進
捗
シ
ツ
,
ア
ル
支
那
側
計
画
ノ
出
鼻
ヲ
挫
ク
コ
ト
ト

ナ
-
本
件
進
捗
ノ
全
局
ヨ
-
見
テ
面
自
力
ラ
ズ
ト
」
と
批
判
し
た
の
で

(
8

あ
っ
た
。

(
3
)
「
提
携
」
と
「
整
理
」
の
間

一
九
三
〇
(
昭
和
五
)
年
五
月
か
ら
の
中
原
大
戦
中
も
重
光
は
'
西

原
借
款
を
中
国
側
が
不
承
認
な
の
は
党
部
お
よ
び
政
府
の
確
定
議
で
あ

り
'
「
蒋
介
石
及
宋
子
文
ノ
如
キ
実
際
的
見
地
二
立
ツ
分
子
ヲ
動
力
シ

不
満
足
ナ
-
シ
モ
西
原
借
款
ヲ
含
ム
対
支
借
款
ノ
全
部
二
付
整
理
案
ヲ

成
立
セ
シ
メ
以
テ
日
支
間
二
横
タ
ハ
ル
最
大
ナ
ル
故
障
ヲ
除
去
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
策
ト
ス
ル
信
念
ヨ
リ
凡
ユ
ル
機
会
ヲ
利
用
シ
テ
」
最
大
限
度
の

年
支
払
額
の
増
加
等
の
成
果
を
え
る
べ
き
だ
へ
と
の
べ
て
い
た
。
ま
た
へ

重
光
は
'
無
担
保
借
款
を
「
完
全
二
整
理
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
不
可
能
」

で
あ
る
た
め
「
債
務
整
理
ノ
交
渉
ハ
外
務
へ
大
蔵
両
省
限
-
ニ
テ
相
談

シ
支
払
年
額
ノ
如
キ
ニ
付
必
ス
シ
モ
一
般
債
権
者
ニ
ハ
逐
一
協
議
ス
ル

ノ
要
ナ
カ
ル
へ
ク
又
之
二
依
り
新
聞
種
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
防
キ
得
へ
シ
ト

(
g

思
考
ス
」
と
し
て
外
務
省
中
央
を
批
判
す
る
。
重
光
は
'
中
原
大
戦
の

さ
な
か
に
あ
っ
て
も
国
民
政
府
を
唯
一
の
政
権
と
し
て
信
頼
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
外
務
省
中
央
は
'
重
光
を
抑
え
る
べ
-

谷
亜
細
亜
局
第
一
課
長
を
上
海
に
派
遣
し
た
。

重
光
と
会
談
し
た
谷
は
'
「
(
l
)
政
府
二
於
テ
モ
朱
子
文
ノ
大
綱
案

ヲ
主
義
上
記
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
-
タ
ル
ニ
付
同
代
理
公
使
二
於
テ
債
権
者

代
表
ノ
資
格
デ
交
渉
二
当
ル
コ
-
」
「
(
四
)
支
那
側
ハ
将
来
ノ
財
政
建

直
シ
ヲ
重
要
視
シ
居
ル
模
様
ナ
ル
カ
日
本
ハ
整
理
二
依
り
得
タ
ル
資
金

ヲ
全
部
支
那
ヨ
-
持
去
ル
次
第
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
な
が
ら
も
へ
「
(
二
)

整
理
資
金
ノ
分
配
比
率
ハ
大
体
関
税
会
議
ノ
比
率
二
依
ル
コ
ト
適
当
ナ

ル
モ
右
比
率
ノ
算
出
ニ
ア
タ
-
テ
ハ
為
替
相
場
等
ヲ
考
慮
ス
ル
要
ア
-

(
三
)
支
那
側
整
理
案
二
於
テ
ハ
保
管
銀
行
問
題
ヲ
考
慮
シ
居
ラ
サ
ル

処
右
ハ
支
那
ノ
政
情
二
鑑
-
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
問
題
ナ
ル
ニ
付
成
ル
へ

ク
早
目
二
支
那
側
ノ
意
向
ヲ
突
止
ム
ル
コ
ト
」
と
外
務
省
中
央
の
要
望

を
つ
た
え
て
い
た
。
さ
ら
に
'
「
大
蔵
省
ハ
従
来
ヨ
-
支
那
ノ
金
本
位
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問
題
二
同
情
ヲ
有
シ
居
ル
モ
顧
問
ノ
関
係
二
付
テ
ハ
末
ダ
議
確
定
シ
居

ラ
ズ
等
ノ
趣
旨
ニ
テ
支
那
ノ
支
払
金
額
ヲ
突
止
メ
ラ
レ
タ
リ
尚
東
京
二

於
テ
作
成
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
充
分
正
金
側
ト
聯
絡
ヲ
執
ラ
ル
ル
コ
ト
然

ル
へ
キ
旨
」
と
の
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
'
重
光
は
'
大
蔵
省
の
バ
ッ
ク

・
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
確
約
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
'

「
英
国
「
イ
ン
グ
ラ
ム
」
　
モ
骨
宗
鑑
等
ヨ
-
本
件
日
支
間
ノ
交
渉
ヲ
聞

キ
居
ル
趣
ナ
ル
ニ
付
外
国
側
-
ノ
　
「
ヒ
ッ
チ
」
　
ハ
起
ラ
サ
ル
へ
ク
従
テ

整
理
資
金
ヲ
決
定
ス
ル
ニ
モ
外
国
側
ト
連
絡
ヲ
執
ル
コ
ト
必
要
ナ
ル
へ

シ
」
と
の
対
外
関
係
お
よ
び
「
債
権
者
会
議
ヲ
開
催
シ
整
理
資
金
ノ
奪

取
ヲ
ス
ル
ハ
不
適
当
ナ
ル
ニ
付
先
以
テ
非
公
式
交
渉
二
於
テ
整
理
資
金

ヲ
大
体
決
定
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ
」
と
の
国
内
関
係
か
ら
す
る
二
点
の

条
件
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
へ
　
外
務
省
中
央
か
ら
は
、
「
尚
重
光
代

理
公
使
力
交
渉
二
当
ル
ト
ス
ル
モ
右
ハ
債
権
者
代
表
ニ
ア
ラ
ス
政
府
-

シ
テ
斡
旋
ス
ル
形
ナ
-
'
更
二
債
権
者
会
議
開
催
延
期
二
付
テ
ハ
公
文

交
換
等
ノ
形
式
ヲ
執
ル
コ
ト
必
要
」
と
の
条
件
も
つ
け
加
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
重
光
は
、
「
此
際
之
ヲ
支
那
側
二
持
出
ス

バ
先
方
二
緩
ミ
ヲ
与
へ
面
自
力
ラ
サ
ル
ニ
付
其
ノ
時
期
ハ
同
代
理
公
使

二
一
任
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
し
て
執
行
過
程
に
お
け
る
主
導
権
を
主
張
。

谷
も
「
債
権
者
会
議
ノ
関
係
力
有
耶
無
耶
ニ
ナ
ラ
サ
ル
様
留
意
ノ
上
然
(
5
)

ル
へ
ク
措
置
セ
ラ
レ
差
支
ナ
キ
」
と
こ
れ
を
み
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。

結
局
へ
　
八
月
二
十
六
日
へ
　
外
務
省
中
央
は
'
重
光
の
交
渉
方
針
を
追

(
4
2
)

記
し
た
形
で
交
渉
再
開
を
指
令
。
重
光
も
中
原
大
戦
が
済
南
陥
落
を
機

に
国
民
政
府
側
に
有
利
に
進
行
す
る
過
程
を
捉
ら
え
て
国
民
政
府
と
の

交
渉
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
、
宋
子
文
か
ら
'
九
月
六
日
へ
中
原
大
戦

後
に
対
外
信
用
拡
大
の
た
め
政
府
お
よ
び
党
部
の
根
本
的
大
改
革
を
お

こ
な
う
予
定
で
あ
り
'
米
国
資
本
家
の
財
政
援
助
と
と
も
に
日
本
の
援

助
を
期
待
し
て
い
る
と
'
つ
た
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
重
光
は
'

世
界
恐
慌
の
な
か
「
米
国
側
ト
錐
モ
今
日
ノ
状
況
二
於
テ
支
那
二
資
本

(
3
)

ヲ
融
通
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ハ
無
論
困
難
ナ
ル
へ
ク
」
と
見
て
い
た
。
日

本
側
と
し
て
は
'
二
月
の
段
階
で
ヘ
　
ア
メ
-
カ
資
本
は
「
余
剰
資
本
ノ

蓄
積
シ
居
ル
現
況
ニ
モ
ア
-
今
後
支
那
ノ
国
情
改
善
如
何
ニ
ヨ
-
(
中

略
)
漸
次
対
支
投
資
ヲ
試
、
、
、
ル
ニ
至
ル
へ
キ
ハ
ア
-
得
へ
キ
コ
ト
」
と

は
し
な
が
ら
も
、
現
状
で
は
「
当
方
予
想
以
上
二
支
那
時
局
最
近
ノ
推

移
殊
二
其
ノ
財
政
状
態
二
愛
想
ヲ
附
カ
シ
居
り
将
来
ハ
兎
モ
角
現
下
ノ

情
勢
二
在
リ
テ
ハ
到
底
米
国
ト
シ
テ
支
那
ノ
借
款
二
応
ス
ル
カ
如
キ
コ

3
)

ト
之
レ
ナ
カ
ル
へ
キ
」
と
の
情
報
を
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
へ
幣
原
に
と
っ
て
は
'
枢
密
院
精
査
委
員
会
で
約
束
し
た
債
権

者
会
議
の
開
催
日
へ
　
十
月
一
日
が
近
づ
い
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
幣
原

は
、
九
月
十
六
日
、
重
光
に
非
公
式
会
談
の
開
始
を
訓
令
。
同
月
二
十

六
日
に
は
「
十
月
一
日
モ
間
近
カ
ト
ナ
レ
ル
処
期
間
内
二
債
権
者
会
議

ヲ
開
キ
得
ズ
ト
セ
　
枢
府
ト
ノ
関
係
二
於
テ
面
倒
ヲ
醸
ス
倶
モ
ア
ル
ニ

(
S

付
」
と
'
体
裁
だ
け
で
も
整
え
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
重

光
は
'
「
大
体
我
方
ノ
理
想
案
ヲ
包
含
セ
シ
メ
テ
立
案
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
之
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
討
議
ヲ
開
キ
出
来
得
ル
丈
ケ
有
利
ノ
地
位
二
立

(S)

ッ
様
立
案
」
し
た
債
務
整
理
覚
書
を
宋
財
政
部
長
に
提
出
。
十
月
一
日

の
債
務
者
会
議
開
催
ま
で
に
宋
子
文
と
の
間
で
債
務
整
理
の
非
公
式
交

渉
の
進
捗
方
を
骨
宗
鑑
に
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
へ
　
「
戦
勝
ノ
結
果
近

ク
財
政
建
直
シ
ノ
計
画
ヲ
実
行
ス
ル
運
ト
ナ
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
列
国
二
公
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表
シ
テ
政
府
ノ
対
外
信
用
ヲ
高
ム
ル
ト
共
二
他
面
債
務
整
理
実
行
二
対

ス
ル
国
論
ヲ
指
導
」
の
た
め
国
民
政
府
に
よ
る
債
権
者
会
議
の
開
催
を

(
5
0

要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
重
光
は
、
宋
財
政
部
長
と
の
間
で

債
権
者
会
議
延
期
の
交
換
公
文
案
を
作
成
へ
債
務
整
理
問
題
の
解
決
を

非
公
式
会
談
で
お
こ
な
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
だ
が
'
ロ
ン
ド
ン
海
軍

軍
縮
会
議
後
の
統
帥
権
干
犯
問
題
に
お
い
て
枢
密
院
と
対
立
し
て
い
た

外
務
省
中
央
・
幣
原
は
'
こ
の
上
へ
交
換
公
文
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
新

た
な
火
種
を
つ
く
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
へ
幣
原
は
'

九
月
二
十
九
日
の
宋
財
政
部
長
と
の
会
談
を
形
式
上
第
一
回
債
権
者
会

議
と
し
て
、
交
換
公
文
の
取
り
止
め
を
命
じ
た
。
こ
の
「
大
臣
ク
ツ
テ

(
4
8
)

ノ
御
注
文
」
に
対
し
て
'
重
光
は
'
九
月
二
十
九
日
の
宋
財
政
部
長
と

の
会
談
を
以
て
第
一
回
債
権
者
会
議
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の

の
、
交
換
公
文
は
交
渉
促
進
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
再
考
を
促

す
。
そ
れ
は
「
枢
密
院
等
対
内
関
係
ヲ
禰
縫
シ
得
ル
程
度
二
於
テ
支
那

側
二
対
ス
ル
我
方
立
場
ヲ
弱
カ
ラ
シ
メ
サ
ル
様
二
苦
心
セ
ル
積
リ
ナ

(
8
)

リ
」
と
対
中
国
交
渉
力
の
減
退
を
憂
慮
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
'

幣
原
は
'
あ
く
ま
で
交
換
公
文
に
つ
い
て
は
反
対
し
、
非
公
式
会
談
の

継
続
に
つ
い
て
も
「
宋
子
文
等
ノ
態
度
相
当
真
面
目
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
カ

如
キ
ハ
私
二
幸
ト
シ
居
ル
所
ナ
リ
」
「
交
換
公
文
ノ
正
面
解
釈
ヨ
リ
ス

レ
ハ
始
期
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
従
テ
同
会
議
ハ
第
一
回
以
後
債
務

整
理
ノ
完
成
二
至
ル
マ
テ
継
続
ス
へ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
単
二
回
ノ
会
合

ヲ
以
テ
支
那
側
ノ
義
務
解
釈
ト
ナ
ル
ト
ハ
解
釈
シ
得
サ
ル
処
ナ
リ
」
と

J
.
I
7
]

の
楽
観
的
姿
勢
を
も
っ
て
対
処
し
た
。
中
央
の
楽
観
論
に
対
し
て
重
光

は
「
支
那
側
二
於
テ
常
例
ト
ス
ル
遷
延
策
ノ
口
実
ト
ナ
リ
又
義
務
軽
減

ノ
気
持
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
原
因
ト
ナ
ラ
サ
ル
ナ
キ
ヤ
貴
電
第
一
項
ノ
宋
子

文
ノ
誠
意
ト
錐
諸
種
ノ
反
対
空
気
(
胡
漢
民
又
ハ
壬
正
廷
方
面
ノ
如
キ
)

ヲ
押
切
ル
ノ
必
要
ア
ル
際
我
方
力
支
那
側
ヲ
鞭
撞
ス
ル
重
要
ナ
ル
一
手

段
ヲ
喪
失
ス
ル
ニ
至
ル
ナ
キ
ヤ
ヲ
虞
レ
タ
ル
次
第
ナ
-
」
と
反
駁
す

(
5
1
)

る
。結
局
,
日
中
間
の
交
換
公
文
発
送
は
寸
前
で
中
止
さ
れ
た
。
し
か
し
'

日
中
間
で
第
一
回
の
債
権
者
会
議
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、
債
務
整
理
交

渉
の
実
態
を
列
国
に
知
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
 
t
　
「
提
携
」
の
荘
秩

日
中
間
の
債
務
整
理
交
渉
の
進
捗
は
、
列
国
の
注
目
を
集
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
北
京
関
税
特
別
会
議
か
ら
確
実

な
鉄
道
債
権
の
償
還
を
優
先
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
た
た
め
へ
高
い
関

心
を
も
っ
た
。
一
方
で
'
イ
ギ
リ
ス
も
義
和
団
賠
償
金
(
確
実
債
務
)

を
め
ぐ
っ
て
中
国
と
の
債
務
整
理
交
渉
に
は
い
っ
て
い
た
(
同
交
渉
で

イ
ギ
-
ス
は
鉄
道
材
料
等
自
国
製
品
の
売
り
込
み
を
、
中
国
側
は
同
賠

償
金
の
実
業
部
門
へ
の
再
投
資
を
望
ん
で
い
た
)
。
中
国
側
の
要
望
に

イ
ギ
-
ス
が
応
じ
る
か
た
ち
で
交
渉
は
'
一
九
二
九
年
九
月
へ
実
態
化

m

し
て
い
た
。
そ
し
て
へ
　
l
九
三
〇
年
九
月
へ
英
中
間
で
交
換
公
文
が
調

印
さ
れ
た
と
の
情
報
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
教
育
財
団

に
賠
償
金
全
額
を
交
付
し
、
同
財
団
よ
り
貸
与
の
形
式
で
元
本
を
中
国

政
府
に
貸
与
し
て
鉄
道
建
設
資
金
と
し
へ
財
団
へ
の
利
子
を
教
育
資
金

に
充
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
す
で
に
義
和
団
賠
償
金
の
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中
国
へ
の
再
投
資
に
踏
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日

本
も
、
国
民
政
府
か
ら
義
和
団
賠
償
金
の
返
還
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
'
日
本
で
は
義
和
団
賠
償
金
を
東
方
文
化
事
業
特
別
会
計
と
し

て
議
会
を
通
過
さ
せ
て
お
り
へ
議
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
補
償
内
容

3
戎
邑

の
変
更
は
難
し
か
っ
た
。
外
務
省
文
化
事
業
部
と
し
て
は
'
漸
進
的
な

解
決
方
法
を
模
索
し
た
も
の
の
、
議
会
の
存
在
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
。
義
和
団
賠
償
金
で
も
有
効
な
手
を
日
本
側
は
'
打
て
な
く
な
っ
た

(
5
4
)

の
で
あ
る
。

一
方
へ
重
光
が
日
中
関
係
好
転
の
鍵
と
し
て
推
進
し
た
債
務
整
理
資

金
の
中
国
再
投
資
案
は
t
 
T
九
三
一
(
昭
和
六
)
年
に
入
っ
て
も
大
蔵

省
側
の
承
認
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
o
重
光
の
目
か
ら
み
た
大
蔵
省
は
'

(
5
5
)

「
飴
リ
ニ
窮
屈
ナ
ル
法
律
論
二
囚
ハ
レ
居
ル
」
と
写
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
な
か
へ
外
務
省
中
央
・
幣
原
か
ら
重
光
に
'
一
月
二
十
日
へ
西

原
借
款
中
の
l
億
円
借
款
は
貸
付
金
に
該
当
し
な
い
た
め
政
府
の
指
揮

監
督
権
を
行
使
で
き
な
い
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
な
か
で
'

骨
宗
鑑
と
堀
内
干
城
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
専
門
家
会
議
に
つ
い

て
も
、
幣
原
は
、
同
会
議
の
解
釈
を
政
府
が
責
任
も
つ
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
し
、
「
政
府
-
シ
テ
ハ
西
原
借
款
二
付
差
別
的
整
理
ヲ
認
メ
タ

ル
コ
ト
ト
ナ
ラ
ハ
議
会
又
ハ
枢
密
院
等
二
対
ス
ル
関
係
二
於
テ
困
難
ナ

ル
立
場
二
立
ツ
ヤ
モ
計
ラ
レ
サ
ル
ニ
顧
ミ
民
間
債
権
ヲ
含
ム
我
方
対
支

不
確
実
債
権
全
部
二
亘
り
一
律
二
関
税
会
議
以
後
ノ
利
息
ヲ
免
除
ス

ル
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
'
せ
め
て
「
(
約
l
億
九
千
五
百
万
円
)

形
式
ノ
整
理
案
ノ
如
キ
ハ
考
慮
ノ
価
値
ア
ル
」
程
度
あ
る
と
し
た
の
で

」

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
へ
債
務
整
理
資
金
の
中
国
へ
の
再
投
資
案
は
実

行
困
難
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
現
地
・
外
務
省
出
先
は
'
重
光
を
筆
頭

に
銀
価
の
暴
落
に
よ
る
南
京
国
民
政
府
の
債
務
整
理
資
金
の
減
少
と
い

う
事
実
を
踏
ま
え
へ

(
前
略
)
全
体
ノ
建
前
ト
シ
テ
ハ
西
原
借
款
ノ
ミ
ノ
減
額
ト
セ
ス

対
華
債
権
元
利
合
計
全
部
ノ
中
ヨ
-
或
ル
程
度
ノ
減
額
ト
ス
ル
方

右
額
(
二
億
元
程
度
)
　
ノ
点
ヨ
リ
ス
ル
モ
便
利
ニ
シ
テ
且
又
中
国

側
二
於
テ
他
ノ
債
権
国
土
父
渉
シ
同
様
ノ
譲
歩
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
上

二
便
利
ト
考
フ
　
(
後
略
)

(
5
7
)

と
の
考
え
を
意
見
具
申
す
る
と
と
も
に
へ
中
国
の
財
政
状
況
逼
迫
を
伝

え
、
国
民
政
府
部
内
で
対
米
借
款
が
必
至
と
の
認
識
が
広
ま
る
な
か
、

日
本
人
財
政
顧
問
の
登
用
を
強
く
薦
め
た
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
へ

現
地
に
い
る
中
華
匪
業
銀
行
丁
士
源
理
事
の
目
か
ら
も
う
重
光
・
宋
子

文
間
の
直
接
交
渉
に
よ
り
「
宋
氏
ハ
少
シ
困
ル
ヤ
モ
知
ル
可
カ
ラ
ス
」

と
'
宋
子
文
の
整
理
案
は
各
国
か
ら
の
批
判
も
あ
り
へ
行
政
院
で
否
決

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
債
務
整
理
に
つ
い
て
「
日

本
ノ
ミ
先
ツ
単
独
二
決
定
ス
ル
コ
-
ハ
困
難
ナ
ル
形
勢
ナ
-
-
」
観
察

(
1
8
)

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
'
ア
メ
-
カ
に
よ
る
銀
借
款
問
題
お
よ
び
イ
ギ
-
ス
の
対
中

国
借
款
計
画
へ
国
際
聯
盟
に
よ
る
対
中
国
経
済
援
助
が
喧
伝
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
前
者
の
銀
借
款
問
題
は
日
本
国
内
の
各
新
聞
で
も
大
き
く
取

上
げ
ら
れ
て
い
た
が
'
外
務
省
部
内
で
は
実
現
性
の
乏
し
い
も
の
と
判

(
8

断
さ
れ
て
い
た
。

問
題
は
'
後
者
の
二
間
題
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
国
「
宥
和
」

的
姿
勢
は
、
前
述
の
義
和
団
賠
償
金
の
鉄
道
借
款
へ
の
変
更
に
も
み
ら
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れ
、
ま
た
へ
治
外
法
権
撤
廃
問
題
お
よ
び
内
河
航
行
権
問
題
に
関
し
て

中
国
と
の
間
で
実
質
的
な
交
渉
を
お
こ
な
っ
七
い
る
事
実
に
照
し
て
も

あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
'
イ
ギ
-
ス
の
対
中
国
政
策
の
背

景
に
は
'
中
国
に
於
け
る
経
済
権
益
の
維
持
・
拡
大
が
意
図
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
英
中
間
の
借
款
説
も
現
実
味
を
も
っ
て
報
告

さ
れ
て
い
た
。

蒋
介
石
の
招
請
に
よ
る
ソ
ル
タ
ー
聯
盟
経
済
部
長
お
よ
び
ハ
ー
ス
聯

盟
交
通
部
長
が
中
国
を
訪
れ
た
の
は
'
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。

日
本
側
と
し
て
は
、
一
九
三
〇
(
昭
和
五
)
年
の
段
階
で
'
イ
ギ
リ
ス

公
使
館
の
イ
ン
グ
ラ
ム
参
事
官
が
債
務
整
理
問
題
に
関
し
て
聯
盟
に
よ

る
中
立
委
員
会
の
設
置
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
聯
盟
に
よ
る
対

中
国
経
済
援
助
問
題
が
イ
ギ
リ
ス
の
示
唆
に
よ
る
も
の
と
警
戒
し
て
い

た
。
重
光
は
'
イ
ギ
-
ス
が
「
自
己
ノ
債
権
ハ
主
ト
シ
テ
鉄
道
債
権
ナ

ル
ヲ
以
テ
鉄
道
ノ
建
設
及
改
善
二
依
リ
テ
其
ノ
債
権
ヲ
確
保
セ
ソ
コ
ト

ヲ
計
り
」
「
中
国
ノ
現
状
ヲ
利
用
シ
不
景
気
ノ
打
開
ノ
為
二
対
華
貿
易

上
二
有
利
ノ
地
歩
ヲ
占
メ
ソ
」
と
し
て
い
る
'
と
見
て
お
り
へ
「
本
問

題
二
関
シ
我
方
ト
ハ
大
分
立
場
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
7
-
」
と
認
識
し
て

(g)

い
た
。
重
光
等
'
現
地
外
務
省
側
に
と
っ
て
国
際
聯
盟
の
対
中
国
経
済

援
助
の
具
体
化
は
'
日
本
の
債
務
整
理
計
画
を
阻
害
す
る
も
の
と
認
識

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
,
外
務
省
中
央
・
幣
原
は
'
宋
子
文
が
こ
れ
ま
で
全
-
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
四
国
借
款
団
に
借
款
を
要
求
し
た
と
の
情
報
を
新
規

へ

6

ー

)

借
款
の
前
提
条
件
と
し
て
旧
債
整
理
を
進
め
る
好
機
と
捉
ら
え
た
。
四

国
借
款
団
事
務
局
長
ア
デ
ィ
ス
の
「
政
治
的
大
借
款
問
題
ヲ
取
扱
フ
ニ

当
り
主
要
列
国
間
ノ
態
度
l
致
ヲ
欠
キ
又
ハ
民
国
政
情
現
実
ノ
大
勢
ヲ

蘇
,
,
,
ス
シ
テ
軽
率
二
行
動
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
ム
カ
国
民
政
府
ノ
対

外
態
度
殊
二
法
権
問
題
其
ノ
他
二
及
ホ
ス
影
響
計
測
り
知
ル
へ
カ
ラ
サ

ル
モ
ノ
ア
ル
へ
シ
」
と
の
意
見
を
う
け
て
'
孫
科
等
「
理
想
派
」
に
よ

る
大
借
款
計
画
を
批
判
。
外
務
省
中
央
は
'
日
本
の
旧
債
整
理
-
中
国

の
国
際
信
用
の
回
復
1
日
本
の
仲
介
に
よ
る
外
債
の
導
入
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
を
実
現
す
る
べ
く
'
中
国
内
部
の
「
現
実
派
」
と
の
提
携
に
'
四
3

国
借
款
団
を
利
用
し
て
英
米
を
勧
誘
し
ょ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ

の
ア
デ
ィ
ス
の
提
案
に
対
し
て
重
光
は
'
借
款
申
し
入
れ
の
事
実
な
し
へ

と
の
宋
子
文
の
談
話
を
伝
え
、
四
国
借
款
団
の
実
効
性
に
否
定
的
な
見

解
を
し
め
し
た
。
し
か
し
、
本
省
サ
イ
ド
で
は
'
何
等
か
の
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
'
期
待
を
繋
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
外
務
省
中
央
の
「
列
国
協
調
」
政
策
へ
の
傾
斜
は
'
対

中
国
認
識
で
重
光
に
意
見
が
近
い
と
さ
れ
て
い
た
亜
細
亜
局
内
部
に
も

変
化
を
与
え
た
。
二
月
十
七
日
二
債
務
整
理
二
関
ス
ル
件
」
と
し
て
、

(
前
略
)
債
務
整
理
問
題
ノ
如
キ
重
大
問
題
二
関
シ
各
国
間
ノ
歩

調
一
致
ヲ
快
ク
ト
キ
ハ
到
底
其
ノ
成
功
覚
束
ナ
カ
ル
へ
キ
ヲ
以
テ

此
ノ
際
ト
シ
テ
ハ
是
等
関
係
国
ノ
態
度
ヲ
調
和
セ
シ
ム
ル
コ
ト
肝

要
ニ
シ
テ
之
力
為
ニ
ハ
先
ツ
我
方
ノ
無
差
別
平
等
整
理
ノ
方
針
ヲ

多
少
緩
和
シ
鉄
道
関
係
債
権
ノ
如
キ
多
少
確
実
ナ
ル
担
保
ヲ
有
ス

ル
実
業
借
款
ハ
西
原
借
款
ノ
如
キ
無
担
保
政
治
借
款
二
比
シ
多
少

有
利
ナ
ル
条
件
ヲ
以
テ
整
理
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
其
ノ
為
二
現

存
鉄
道
復
旧
等
ノ
目
的
ヲ
以
テ
或
程
度
ノ
借
款
ヲ
支
那
二
与
へ

(
後
略
)
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と
'
「
列
国
協
調
」
の
た
め
の
妥
協
も
や
む
な
し
と
の
意
見
が
亜
細
亜

局
内
部
で
も
持
た
れ
る
に
い
た
っ
た
。
重
光
の
経
済
提
携
策
は
'
外
務

(
6
3
)

省
内
で
孤
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
'
重
光
は
'
ま
さ
に
ア
デ
ィ
ス
の
提
案
が
義
和
団
賠
償
金
放
棄

額
を
も
っ
て
担
保
に
充
当
L
へ
鉄
道
債
務
の
整
理
へ
鉄
道
建
設
・
改
良

に
資
す
る
点
で
'
鉄
道
借
款
を
一
般
借
款
よ
り
優
越
さ
せ
る
も
の
と
問

題
視
し
て
い
た
。
さ
ら
に
'
三
月
七
日
、
重
光
は
、
中
英
間
の
治
外
法

権
交
渉
の
進
捗
の
な
か
で
「
中
国
側
ハ
日
本
ト
ノ
関
係
二
対
シ
テ
急
速

二
冷
淡
ト
ナ
リ
釆
-
ツ
ツ
ア
-
」
と
報
じ
た
。
こ
の
背
景
を
、
重
光
は
'

(
前
略
)
我
議
会
二
於
ケ
ル
状
況
ヨ
リ
判
断
シ
現
政
府
ノ
基
礎
不

確
実
ニ
シ
テ
到
底
中
国
問
題
二
対
シ
確
乎
タ
ル
友
誼
的
ノ
政
策
ノ

運
用
ヲ
期
待
シ
得
ス
ト
ノ
疑
惑
ヲ
集
ヒ
更
二
又
清
洲
鉄
道
交
渉
牽

制
ノ
為
及
満
洲
二
於
ケ
ル
各
種
ノ
問
悪
提
起
ノ
為
張
学
良
系
各
方

面
ノ
関
係
者
ノ
策
動
モ
混
リ
漸
次
日
本
二
対
ス
ル
空
気
ヲ
険
悪
二

向
ハ
シ
ム
ル
原
因
ト
ナ
-
ツ
ツ
ア
-
(
後
略
)

と
見
て
い
た
。
さ
ら
に
'

(
前
略
)
「
ソ
ル
タ
ー
」
等
(
中
略
)
滞
在
シ
居
り
宋
子
文
ノ
重

キ
ヲ
置
ク
対
米
借
款
等
財
政
ヨ
-
見
タ
ル
中
国
ノ
英
米
関
係
力
飴

ノ
日
本
ノ
協
力
ヲ
要
セ
サ
ル
形
勢
漸
次
明
白
ト
成
ル
ニ
於
テ
ハ
宋

子
文
ノ
良
好
ナ
ル
対
日
態
度
モ
果
シ
テ
何
時
迄
続
ク
ヤ
不
明
二
思

ハ
ル
　
(
後
略
)

と
注
意
を
喚
起
し
'
「
中
国
ノ
政
況
及
他
重
要
国
ノ
態
度
ヲ
モ
参
照
シ

根
本
的
ノ
考
慮
ヲ
払
ハ
レ
然
ル
へ
キ
時
期
カ
-
愚
考
ス
」
と
意
見
を
具

(
」
)

申
し
た
。
そ
れ
で
も
外
務
省
中
央
で
は
'
国
民
政
府
財
政
顧
問
ソ
コ
ル

ス
キ
ー
の
来
日
に
あ
た
っ
て
鉄
道
債
権
の
優
越
を
認
め
つ
つ
も
'
旧
債

整
理
を
前
提
と
す
る
シ
ナ
-
オ
を
堅
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

結
局
へ
国
際
聯
盟
に
よ
る
対
中
国
経
済
援
助
問
題
が
具
体
化
す
る
な

か
で
'
債
務
整
理
交
渉
は
、
高
賓
山
事
件
お
よ
び
日
中
間
の
治
外
法
権

交
渉
停
滞
の
あ
お
り
を
う
け
四
月
に
入
る
と
事
実
上
中
断
す
る
。
そ
し

て
へ
　
四
月
十
日
付
の
「
支
那
借
款
問
題
」
と
題
す
る
大
臣
サ
イ
ン
の
あ

る
メ
モ
に
お
い
て

(
前
略
)
英
国
が
国
際
政
策
を
行
ふ
に
当
り
聯
盟
を
利
用
せ
む
と

決
し
た
る
は
既
に
数
年
以
来
の
こ
と
に
属
し
此
点
に
付
て
は
保
守

党
も
自
由
党
も
又
労
働
党
も
意
見
に
相
違
あ
る
な
し
(
中
略
)
莱

蘭
銀
行
に
於
て
は
目
下
鋭
意
対
支
借
款
問
題
の
準
備
研
究
の
歩
を

進
め
つ
つ
あ
る
が
ソ
ル
タ
ー
の
帰
英
迄
は
何
等
具
体
的
決
定
を
為

然
ざ
る
こ
と
へ
　
コ
ソ
ソ
ル
シ
ュ
ー
ム
に
依
る
借
款
は
最
早
時
代
遅

れ
と
な
り
た
れ
は
之
を
断
念
す
る
こ
と
へ
米
国
の
協
力
を
得
聯
盟

に
依
る
借
款
成
立
を
期
す
る
こ
と
の
三
点
に
付
て
は
内
部
の
議
殆

ん
ど
一
決
せ
る
も
の
の
如
し
　
(
後
略
)

と
の
イ
ギ
リ
ス
側
対
応
が
明
か
と
な
り
へ
　
さ
ら
に
'
中
国
問
題
に
つ
い

て
も
「
聯
盟
の
活
動
に
一
の
新
天
地
を
開
き
た
る
」
な
か
へ
日
本
が
「
西

原
借
款
の
整
理
、
満
洲
に
於
け
る
我
特
殊
的
地
位
の
擁
護
等
を
盾
に
と

り
難
癖
を
付
け
聯
盟
の
活
動
阻
止
に
力
む
る
が
如
き
は
大
勢
に
逆
行
し

我
立
場
を
孤
立
に
陥
る
る
も
の
と
信
ず
」
と
の
ド
ラ
モ
ソ
ト
等
聯
盟
首

脳
か
ら
の
聞
込
み
が
伝
え
ら
れ
る
に
至
り
へ
幣
原
の
「
列
国
協
調
」
政

(
6
5
)

策
も
機
能
不
全
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
で
も
重
光
は
'
日
中
関
係
が
悪
化
し
っ
つ
あ
っ
た
八
月
二
十
日

32



経済提携の匪鉄(小池)

の
段
階
で
も
、
宋
子
文
に
よ
る
債
務
整
理
の
意
欲
を
信
じ
て
い
た
-
i
 
0

重
光
に
と
っ
て
一
線
の
望
は
'
国
民
政
府
へ
の
日
本
人
財
政
顧
問
の
登

用
に
よ
る
「
経
済
提
携
」
の
維
持
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
へ
四
月
段
階

よ
り
'
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
顧
問
の
派
遣
を
強
-
意
見
具
申
し
た
が
'

(
6
6
)

津
島
寿
l
財
務
官
の
派
遣
が
内
定
し
た
の
は
六
月
末
で
あ
っ
た
。
だ

が
へ
そ
の
就
任
も
満
州
事
変
に
よ
り
流
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
'
政
府
レ
ベ
ル
・
中
央
交
渉
を
中
心
と
す
る
債
務
整

理
交
渉
は
、
満
州
事
変
に
よ
っ
て
事
実
上
へ
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
な

っ
た
。
満
州
事
変
後
、
債
権
者
達
は
'
次
の
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

(
前
略
)

一
、
東
四
省
新
政
権
確
立
ノ
場
合
ハ
該
政
権
ヲ
シ
テ
支
那
国
債
ノ

一
部
ヲ
分
担
セ
シ
メ
其
ノ
整
理
二
要
ス
ル
相
当
ノ
資
金
ヲ
将
来

其
関
税
及
塩
税
収
入
中
ヨ
リ
継
続
醸
出
セ
シ
ム
ル
様
交
渉
セ
ラ

レ
度
キ
コ
ト

二
、
聯
盟
支
那
調
査
委
員
釆
東
ノ
場
合
ハ
支
那
ノ
債
務
不
履
行
ノ

事
実
ヲ
説
明
シ
之
ヲ
調
査
事
項
ノ
一
項
目
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ソ
コ

ト
ヲ
請
求
セ
ラ
レ
度
キ
コ
ト

三
へ
満
洲
事
件
及
日
支
懸
案
解
決
二
関
シ
交
渉
ノ
場
合
ハ
支
那
政

府
ヲ
シ
テ
債
務
整
理
案
ヲ
確
定
セ
シ
ム
ル
様
御
尽
力
相
仰
キ
度

(
5
)

キ
コ
ト
　
(
後
略
)

こ
の
よ
う
な
債
権
者
側
の
要
求
は
、
「
東
四
省
新
政
権
」
(
「
満
洲
国
」
)

自
体
を
否
定
す
る
国
民
政
府
の
受
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
'
そ
の
後
へ
債
務
整
理
ほ
全
-
進
捗
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
一
九
三
三
(
昭
和
八
)
年
に
は
い
り
'
日
本
側
で
再
度
「
宥
和
」

的
政
策
が
採
ら
れ
た
時
へ
債
務
整
理
は
進
捗
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
債
務
整
理
が
進
ん
だ
の
は
、
西
原
借
款
に
み
れ
る
よ
う
な
中

央
の
大
借
款
で
は
な
く
へ
民
間
を
中
心
と
す
る
中
小
の
債
務
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
へ
　
こ
の
よ
う
な
満
州
事
変
以
後
の
債
務
整
理
方
式
は
、
ま
さ
し

く
満
州
事
変
前
の
時
期
の
「
地
方
的
」
解
決
を
原
型
と
し
て
い
た
の
で

(
S

あ
っ
た
。
そ
の
後
へ
文
頭
の
重
光
-
宋
子
文
に
よ
る
日
中
直
接
交
渉
に
よ
る
満

州
事
変
解
決
が
不
可
能
と
な
り
へ
両
者
は
'
別
々
の
道
を
～
し
か
し
同

じ
手
法
で
～
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
宋
子
文
は
'
経
済
提
携
を
よ
り
直

接
的
に
え
る
た
め
に
ア
メ
-
カ
に
渡
り
へ
棉
麦
借
款
お
よ
び
対
日
戦
争

遂
行
の
た
め
の
借
款
成
立
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
る
。
宋
子
文
の
立
場

は
'
親
日
派
か
ら
日
本
に
と
っ
て
国
民
政
府
内
親
英
米
派
の
巨
魁
と
し

て
変
身
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
重
光
は
'
一
九
三
二
年
、
上
海
事
変

停
戦
祝
賀
会
の
席
上
へ
爆
弾
を
投
げ
つ
け
ら
れ
片
足
を
う
し
な
っ
た
。

し
か
し
'
鹿
田
弘
毅
外
務
大
臣
の
も
と
で
外
務
次
官
と
し
て
復
活
し
、

彼
も
ま
た
同
じ
手
法
へ
　
つ
ま
り
国
民
政
府
内
の
有
力
者
・
狂
兆
銘
と
の

間
で
経
済
提
携
を
お
こ
な
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'
国
民

政
府
内
に
お
け
る
狂
兆
銘
の
立
場
は
'
満
州
事
変
前
の
宋
子
文
と
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
重
光
-
狂
兆
銘

の
提
携
は
'
華
北
で
の
経
済
侵
略
が
継
続
さ
れ
て
い
る
な
か
で
の
こ
と
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で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
(
-
)
　
昭
和
六
年
九
月
十
一
自
発
在
中
国
重
光
公
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛

電
報
第
九
一
二
号
『
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
1
第
一
部
第
五
巻
一
〇

三
文
書
。
こ
れ
に
は
、
内
田
康
哉
満
鉄
総
裁
も
賛
成
し
て
い
た
。

(
2
)
　
昭
和
六
年
九
月
十
九
日
発
在
上
海
重
光
公
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛

電
報
第
九
八
四
号
『
日
本
外
交
文
書
』
満
州
事
変
第
一
巻
第
二
冊
(
外

務
省
編
へ
　
l
九
七
七
年
)
　
二
九
l
～
二
頁
。

(
3
)
　
昭
和
六
年
九
月
二
十
二
日
発
在
上
海
重
光
公
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣

宛
電
報
第
l
 
O
1
二
号
『
日
本
外
交
文
書
』
満
州
事
変
第
l
巻
第
二
冊

(
外
務
省
編
へ
一
九
七
七
年
)
　
三
〇
八
頁
。

(
4
)
　
呉
景
平
著
『
朱
子
文
評
伝
』
　
(
福
建
人
民
出
版
社
へ
一
九
九
二
年
)
0

(
5
)
　
さ
し
あ
た
り
酒
井
哲
哉
「
『
英
米
協
調
』
と
『
日
中
提
携
』
」
『
協
調

政
策
の
限
界
』
年
報
近
代
日
本
研
究
1
1
　
(
山
川
出
版
社
へ
一
九
八
九
年
)

を
参
照
。

(
6
)
　
併
せ
て
'
拙
稿
「
『
交
渉
』
と
『
蓄
積
』
I
日
中
関
税
協
定
施
行
過

程
に
お
け
る
日
本
側
対
応
-
」
『
政
府
と
民
間
』
　
(
年
報
近
代
日
本
研
究

1
7
へ
　
山
川
出
版
社
へ
一
九
九
五
年
)
　
お
よ
び
　
「
『
治
外
法
権
の
撤
廃
』

と
『
治
安
維
持
』
-
満
州
事
変
前
後
の
　
「
連
続
性
」
　
に
関
す
る
一
考
察

-
」
『
広
島
平
和
科
学
』
第
十
八
号
(
l
九
九
六
年
三
月
)
　
も
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
へ
　
平
成
八
年
十
月
二
十
六
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
'
本
稿
と
対

象
を
同
じ
-
す
る
服
部
龍
二
「
中
国
外
債
整
理
交
渉
に
お
け
る
幣
原
外

相
と
重
光
駐
華
臨
時
代
理
公
使
」
『
国
際
政
治
』
第
一
一
三
号
　
(
一
九

九
六
年
十
二
月
)
が
で
て
い
る
。

(
7
)
　
西
原
借
款
に
つ
い
て
は
へ
能
地
清
・
大
森
と
-
子
「
第
2
章
第
1
次

大
戦
期
の
日
本
の
対
中
国
借
款
」
『
日
本
の
資
本
輸
出
し
対
中
国
借
款

の
研
究
～
』
(
国
家
資
本
輸
出
研
究
会
編
へ
　
多
賀
出
版
へ
一
九
八
六
年
)

を
参
照
。
な
お
へ
　
日
本
の
対
中
国
政
府
不
確
実
債
務
は
'
当
該
期
の
日
本
政
府

の
歳
入
額
の
約
三
四
%
に
相
当
す
る
巨
額
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
8
)
　
北
京
関
税
特
別
関
税
会
議
に
関
し
て
は
'
馬
場
伸
也
「
北
京
関
税
特

別
会
議
に
の
ぞ
む
日
本
の
政
策
決
定
過
程
」
『
対
外
政
策
決
定
過
程
の

日
米
比
較
』
　
(
細
谷
千
博
・
綿
貫
譲
治
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

七
七
年
)
0

(
9
)
　
昭
和
三
年
十
月
十
九
日
発
田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
矢
田
総
額
事

宛
電
報
第
二
八
七
号
『
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
I
第
一
部
第
二
巻
(
昭

和
三
年
へ
　
対
中
国
関
係
)
　
六
三
九
文
書
。

(
2
)
　
昭
和
四
年
一
月
八
日
発
田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
矢
田
総
領
事
宛

電
報
第
七
号
『
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
1
第
一
部
第
三
巻
(
昭
和
四

年
へ
　
対
中
国
関
係
)
　
三
一
五
文
書
。

(
S
)
　
昭
和
四
年
一
月
三
十
日
田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
矢
田
総
領
事
宛

電
報
第
二
七
号
へ
　
同
前
注
(
S
)
　
五
一
二
文
書
。

(
2
)
　
昭
和
四
年
一
月
三
十
日
付
在
南
京
岡
本
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛

電
報
第
九
三
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』

(
E
.
1
.
6
.
0
.
T
5
)
C
　
編
遣
費
捻
出
の
た
め
に
は
'
二
千
五
百
万
元
の
公

債
発
行
が
必
要
で
あ
っ
た
。

(
2
)
　
昭
和
四
年
四
月
二
日
付
「
無
担
保
及
深
不
確
実
担
保
ノ
対
支
借
款
整

理
問
題
二
関
ス
ル
外
務
大
蔵
省
係
官
会
議
要
領
」
同
前
注
　
(
2
)
　
五
九

三
文
書
。
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O
S
)
　
昭
和
四
年
六
月
二
十
四
日
「
債
務
整
理
問
題
等
二
関
ス
ル
外
務
大
蔵

両
省
打
合
会
議
事
要
頒
」
同
前
注
(
2
)
六
三
〇
文
書
。

(
2
)
　
昭
和
四
年
九
月
二
十
三
日
発
在
上
海
重
光
総
額
事
よ
り
幣
原
外
務
大

臣
宛
電
報
第
二
四
〇
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係

雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)
-

(
2
)
　
昭
和
四
年
九
月
二
十
七
日
着
在
上
海
重
光
総
領
事
よ
り
幣
原
外
務
大

臣
宛
電
報
第
1
　
1
五
六
号
『
西
原
借
款
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
;
0
.
J
3
)
-

(
^
)
　
昭
和
五
年
l
月
十
四
日
付
東
亜
興
業
株
式
会
社
内
田
勝
司
よ
り
谷
亜

細
亜
局
第
一
課
長
宛
「
陳
情
書
」
『
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
1
第
一

部
第
四
巻
(
昭
和
五
年
へ
対
中
国
関
係
)
三
八
〇
文
書
。

(
2
)
　
作
成
年
月
日
不
明
在
上
海
高
木
睦
郎
「
内
外
債
務
整
理
関
係
二
就
キ

テ
L
同
前
文
書
付
記
。

(
2
)
　
昭
和
五
年
一
月
二
十
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
中
国
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
電
報
公
第
二
号
へ
同
前
注
(
S
)
　
二
五
四
文
書
。

K
o
t
)
　
昭
和
五
年
一
月
二
十
五
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原

外
務
大
臣
宛
電
報
公
第
六
三
号
へ
同
前
注
(
」
)
三
八
l
文
書
。

そ
の
際
へ
重
光
は
'
裏
面
で
の
対
朱
子
文
交
渉
に
三
井
洋
行
の
大
村

得
太
郎
を
指
名
す
る
こ
と
で
交
渉
継
続
の
意
志
を
し
め
し
て
い
た
。

(
」
)
　
昭
和
五
年
一
月
三
十
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
公
第
二
六
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉

関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)

¥
c
<
i
)
　
昭
和
五
年
二
月
十
八
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
公
第
二
二
八
号
へ
同
前
注
(
け
)
三
八
六
文
書
。

(
a
)
　
昭
和
五
年
二
月
十
八
日
へ
横
浜
正
金
銀
行
副
頭
取
武
内
金
平
二
二
井

物
産
常
務
取
締
役
安
川
雄
之
助
・
東
亜
興
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役
小

貫
慶
治
等
持
参
(
亜
細
亜
局
長
へ
提
出
)
へ
昭
和
五
年
二
月
十
三
日
付

「
対
支
債
権
整
理
二
関
シ
請
願
ノ
件
」
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理

方
交
渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)

昭
和
五
年
三
月
四
日
付
河
田
烈
大
蔵
次
官
よ
り
青
田
外
務
次
官
宛
官

房
秘
丙
第
二
八
号
「
寺
内
内
閣
時
代
成
立
二
係
ル
対
支
借
款
二
関
ス
ル

件
」
同
前
注
(
^
)
三
八
七
文
書
。

/
L
O
¥
　
同
前
注
¥
<
s
l
)

昭
和
五
年
四
月
九
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代
理

公
使
宛
電
報
公
第
一
九
八
号
へ
同
前
注
t
e
)
三
九
〇
文
書
。

昭
和
五
年
四
月
十
三
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
公
第
三
九
五
号
へ
同
前
注
(
」
〇
三
九
l
文
書
。

j
-
。
c
n
　
昭
和
五
年
三
月
四
日
発
在
南
京
上
村
領
事
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
電

報
第
二
二
七
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』

(E.1.6.0.J5)c

昭
和
五
年
四
月
十
六
日
付
有
田
亜
細
亜
局
長
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時

代
理
公
使
公
信
亜
l
第
三
五
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉

関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)
-

K
m
)
　
昭
和
五
年
四
月
十
七
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
公
第
四
〇
二
号
'
同
前
注
(
」
)
三
九
二
文
書
。

(
m
)
　
昭
和
五
年
六
月
一
日
着
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
五
五
三
号
へ
同
前
注
(
」
)
三
九
八
文
書
。
こ
の
よ

う
な
'
宋
子
文
側
の
要
求
は
'
中
国
の
金
本
位
制
導
入
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
り
'
銀
価
に
連
動
し
た
不
安
定
な
為
替
相
場
に
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
の
多
か
っ
た
中
国
市
場
の
安
定
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
重
光

は
'
日
中
「
経
済
」
提
携
を
促
進
さ
せ
る
上
で
の
格
好
の
機
会
と
し
て
'
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そ
の
促
進
を
要
望
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
(
昭
和
五
年
六
月
三
日
着
在

上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務
大
臣
宛
電
報
公
第
五
六
〇
号

『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)
-
]

昭
和
五
年
五
月
二
十
六
日
付
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原

外
務
大
臣
宛
機
密
公
第
九
一
号
公
信
「
支
那
側
ノ
債
務
整
理
大
綱
案
内

報
ノ
件
」
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
I
.

6
.
O
.
J
5
)
-

¥
c
r
>
)
昭
和
五
年
六
月
四
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
五
七
三
号
へ
同
前
注
(
」
)
三
九
九
文
書
。

(
S
)
昭
和
五
年
六
月
五
日
付
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
機
密
公
第
一
〇
九
号
公
信
「
債
務
整
理
問
題
二
付
宋
部
長
ト
ノ

会
談
二
関
ス
ル
件
」
同
前
注
(
」
)
四
〇
〇
文
書
。

/
L
O
¥

¥
c
o
)
昭
和
五
年
五
月
十
九
日
付
「
対
支
債
権
者
組
合
総
会
議
事
要
領
」
『
不

確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
T
5
)
-

K
c
r
>
)
昭
和
五
年
六
月
十
二
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
電
報
公
第
二
六
四
号
へ
同
前
注
(
S
)
四
〇
一
文
書
。

¥
c
o
)
昭
和
五
年
六
月
十
三
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
電
報
公
第
二
六
五
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉

関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)
0

昭
和
五
年
六
月
十
八
日
付
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
公
信
亜
一
機
密
第
五
八
号
、
同
前
注
(
」
)
四
〇
四
文
書
。

(
8
)
昭
和
五
年
六
月
三
十
日
付
在
中
国
堀
内
書
記
官
よ
り
谷
亜
細
亜
局
第

一
課
長
宛
書
簡
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』

(
E
.
1
.
6
.
O
.
J
5
)
o

(
S
)
昭
和
五
年
八
月
一
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
七
六
〇
号
へ
　
同
前
注
(
^
)
　
四
〇
七
文
書
。

0
3
)
　
「
債
務
整
理
問
題
二
関
ス
ル
谷
課
長
ノ
帰
朝
報
告
」
同
前
注
(
t
;
)

四
〇
九
文
書
。

昭
和
五
年
八
月
二
十
六
日
付
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時

代
理
公
使
宛
公
信
亜
一
機
密
第
七
八
号
へ
同
前
注
(
」
)
　
四
〇
八
文
書
。

な
お
へ
　
「
何
れ
に
せ
よ
軍
事
必
す
L
も
蒋
側
二
有
利
な
ら
ず
一
方
北

方
側
は
北
方
人
特
有
の
執
拙
さ
を
以
っ
て
着
々
政
治
的
勝
利
の
地
歩
を

進
め
来
る
十
日
頃
に
は
愈
々
地
方
政
府
正
式
樹
立
の
運
び
と
な
る
や
に

伝
へ
ら
れ
右
北
方
政
府
の
成
立
は
国
民
一
般
に
対
す
る
大
な
る
宣
伝
に

し
て
蒋
介
石
の
不
人
気
と
相
侠
ち
南
方
政
府
部
内
よ
り
も
之
に
共
鳴
す

る
も
の
輩
出
す
る
こ
と
な
き
を
保
せ
ず
世
上
或
は
北
方
諸
派
の
結
束
を

疑
ひ
寄
合
世
帯
何
程
の
事
が
あ
ら
む
と
蔑
視
す
る
も
の
存
き
に
非
す
と

謂
も
右
は
実
情
に
適
せ
ざ
る
観
測
な
る
が
如
-
当
方
面
に
於
て
は
北
方

諸
派
は
倒
蒋
の
実
を
挙
ぐ
る
に
至
る
迄
は
如
何
な
る
事
あ
る
も
分
裂
す

る
こ
と
な
か
る
べ
L
と
観
測
し
居
る
模
様
に
候
」
と
'
中
原
大
戦
に
対

し
て
北
方
政
府
(
閣
錫
山
等
)
　
を
高
-
評
価
す
る
者
も
外
務
省
内
に
い

た
　
(
特
転
北
平
公
使
館
勤
務
者
へ
　
大
橋
忠
一
参
事
官
等
)
　
(
昭
和
五
年

九
月
七
日
付
川
村
事
務
官
よ
り
谷
亜
細
亜
局
第
一
課
長
宛
「
中
国
政
局

二
関
ス
ル
報
告
」
川
村
茂
久
事
務
官
旧
蔵
資
料
『
満
洲
事
変
事
変
二
対

ス
ル
川
村
事
務
官
ノ
意
見
集
』
)
。
そ
し
て
へ
　
北
方
政
府
側
の
戦
況
が
不

利
と
な
っ
た
九
月
に
は
い
っ
て
も
川
村
は
'
「
一
般
論
と
し
て
日
本
日

下
の
対
支
外
交
の
馬
鹿
正
直
な
る
と
非
難
す
る
向
多
く
日
本
人
側
は
外

務
省
特
に
上
海
方
面
責
任
者
が
南
京
政
府
の
ブ
ラ
フ
外
交
に
引
っ
掛
り

管
只
王
正
廷
宋
子
文
輩
の
鼻
息
を
う
か
が
ふ
に
吸
々
と
し
て
此
時
局
変

転
の
好
機
に
際
し
な
が
ら
何
等
施
す
に
策
な
き
無
能
振
り
を
慨
歎
し
」
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と
し
て
外
務
省
中
央
の
方
針
を
批
難
し
て
い
た
(
昭
和
五
年
九
月
十
l

日
付
在
天
津
丸
川
村
事
務
官
よ
り
谷
亜
細
亜
局
第
一
課
長
宛
「
中
国
政

局
二
関
ス
ル
報
告
」
同
前
)
0

(
3
)
　
昭
和
五
年
九
月
六
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
八
七
八
号
へ
同
前
注
(
」
)
四
二
一
文
書
。

(
4
)
　
昭
和
五
年
二
月
十
四
日
付
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
沢
田
総
額
事
よ
り
幣
原

外
務
大
臣
宛
公
信
機
密
第
六
五
号
『
外
国
ノ
対
中
国
借
款
及
投
資
関
係

雑
件
米
国
ノ
部
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
X
l
-
U
l
)
-

0
3
)
　
昭
和
五
年
九
月
二
十
六
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時

代
理
公
使
宛
電
報
公
第
三
六
八
号
へ
同
前
注
(
け
)
四
1
七
文
書
。

(
3
)
　
昭
和
五
年
九
月
十
六
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
公
第
九
〇
〇
号
へ
同
前
注
(
t
)
四
l
五
文
書
。

(
5
0
　
昭
和
五
年
九
月
二
十
二
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原

外
務
大
臣
宛
電
報
公
第
九
二
七
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交

渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
J
5
)
-

(
3
0
　
昭
和
五
年
九
月
三
十
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
電
報
無
号
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』

(E.1.6.O.T5)o

昭
和
五
年
十
月
一
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
九
五
1
号
へ
同
前
注
(
3
)
0

(
」
)
　
昭
和
五
年
九
月
二
十
六
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時

代
理
公
使
宛
電
報
公
第
三
七
六
号
へ
同
前
注
(
S
O
四
二
二
文
書
。

(
」
)
　
昭
和
五
年
十
月
三
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
公
第
九
五
八
号
'
同
前
注
(
」
)
四
二
三
文
書
。

K
i
n
)
　
実
際
へ
駐
中
国
ラ
ソ
プ
ソ
ソ
英
国
公
使
は
'
「
使
用
ノ
目
的
ヲ
定
メ

(5 3)
(S)

テ
賠
償
金
ヲ
全
部
返
還
ス
ル
方
針
ナ
リ
ト
」
と
王
正
廷
外
交
部
長
に
語

っ
て
い
た
(
昭
和
四
年
九
月
八
日
着
在
北
平
堀
内
臨
時
代
理
公
使
よ
り

幣
原
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
〇
二
七
号
『
各
国
の
団
匪
賠
償
金
処
分
関

係
雑
件
英
国
の
態
度
』
第
二
巻
(
H
.
2
.
2
.
0
.
2
-
3
)
)
-
な
お
へ
本
問
題

の
概
様
に
つ
い
て
は
馬
場
明
「
第
六
章
日
支
文
化
事
業
協
定
改
廃
問
題
」

『
日
中
関
係
と
外
政
機
構
の
研
究
』
(
原
書
房
へ
一
九
八
三
年
)
参
照
。

義
和
団
賠
償
金
の
返
還
を
要
求
す
る
狂
中
国
公
使
に
対
し
て
幣
原
外

務
大
臣
も
「
一
部
国
民
ハ
日
本
ハ
支
那
二
対
シ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
モ
殆

ト
無
制
限
二
譲
歩
セ
ム
-
シ
ツ
ツ
ア
リ
ト
ノ
感
想
ヲ
抱
キ
居
ル
際
ナ
ル

ヲ
以
テ
団
匪
賠
償
金
返
還
を
議
会
二
提
案
ス
ル
モ
之
ヲ
納
得
セ
シ
ム
ル

コ
ト
殆
ト
不
可
能
ナ
リ
」
と
の
べ
て
い
る
(
昭
和
五
年
五
月
九
日
付
「
幣

原
大
臣
狂
支
那
公
使
会
談
要
旨
」
同
前
注
(
」
)
八
五
〇
文
書
)
0

満
州
事
変
直
前
へ
中
華
匪
業
銀
行
救
済
へ
の
流
用
(
昭
和
六
年
七
月

十
五
日
付
日
本
興
業
銀
行
理
事
公
森
太
郎
よ
り
谷
亜
細
亜
局
長
宛
公
信

外
事
第
1
五
八
号
「
義
和
団
事
変
賠
償
金
並
匪
銀
救
済
資
金
二
関
ス
ル

件
」
『
各
国
の
団
匪
賠
償
金
処
分
関
係
雑
件
日
本
の
態
度
』
(
H
.
2
.
2
.

0
.
2
-
4
)
)
や
'
鉄
道
資
金
へ
の
充
当
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
'
満
州
事

変
前
の
段
階
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
(
昭
和
六
年
七
月
二
十
日

付
日
本
鉄
道
弁
事
処
金
井
清
よ
り
坪
上
文
化
事
業
部
長
宛
公
信
上
海
鉄

弁
第
四
四
七
号
「
団
匪
賠
償
金
の
返
還
と
鉄
道
投
資
の
件
」
送
付
に
つ

い
て
『
各
国
の
団
匪
賠
償
金
処
分
関
係
雑
件
日
本
の
態
度
』
(
H
.
2
.
2
.

0
.
2
-
4
)
)
c
 
L
か
し
へ
後
者
の
点
が
t
 
l
九
三
七
年
三
月
三
十
日
公
布

さ
れ
た
法
律
第
一
二
号
・
対
支
文
化
事
業
特
別
会
計
法
中
改
正
法
律
へ

と
つ
な
が
り
、
義
和
団
賠
償
金
は
'
腸
済
鉄
道
の
日
本
権
益
維
持
に
流

用
さ
れ
て
い
る
。
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昭
和
六
年
一
月
十
日
付
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
谷
亜
細
亜

局
長
宛
機
密
公
第
一
四
号
公
信
「
債
務
整
理
二
関
ス
ル
件
」
同
前
注
(
^
)

六
〇
五
文
書
。

昭
和
六
年
一
月
二
十
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代

理
公
使
宛
電
報
第
二
十
号
へ
　
同
前
注
(
-
)
　
六
一
三
文
書
。

(
」
0
　
昭
和
六
年
二
月
五
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
第
二
〇
号
へ
　
同
前
注
(
-
)
　
六
二
一
文
書
。

昭
和
六
年
一
月
十
二
日
付
在
天
津
田
尻
総
領
事
代
理
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
機
密
第
四
四
号
公
信
「
内
外
債
整
理
問
題
二
関
シ
丁
士
源
ノ
帰

来
談
報
告
ノ
件
L
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』

(E.1.6.O.J5)o

昭
和
六
年
l
月
十
五
日
着
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
堀
内
総
債
事
よ
り
幣
原

外
務
大
臣
宛
電
報
第
四
号
『
外
国
ノ
対
中
国
借
款
及
投
資
関
係
雑
件

米
国
の
部
銀
借
款
関
係
』
　
(
E
.
1
.
6
.
0
.
X
l
-
U
l
-
2
)
0

(
8
)
　
昭
和
六
年
二
月
十
四
日
発
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外

務
大
臣
宛
電
報
第
一
四
七
号
'
同
前
注
(
-
)
　
六
二
六
文
書
。

(
3
)
　
昭
和
六
年
一
月
十
三
日
付
「
対
支
借
款
二
関
ス
ル
幣
原
大
臣
在
本
邦

併
国
大
便
会
談
要
領
」
同
前
注
(
-
)
　
六
〇
六
文
書
。

昭
和
六
年
二
月
四
日
発
幣
原
外
務
大
臣
発
在
英
国
松
平
・
在
米
国
出

淵
大
便
宛
電
報
合
第
八
四
号
お
よ
び
同
合
第
八
五
号
へ
　
同
前
注
(
-
)

六
一
八
文
書
お
よ
び
同
文
書
別
電
。

¥
t
」
>
)
　
『
不
確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』
　
(
E
.
1
.
6
.
0
.

J5)-赤
塚
正
助
(
前
特
命
全
権
公
使
)
　
の
「
我
国
と
し
て
は
此
の
特
殊
の

関
係
を
考
慮
し
'
列
国
と
協
調
し
て
其
の
成
行
を
利
導
す
る
の
用
意
と

経
論
を
以
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
「
幣
原
外

相
は
国
際
協
調
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
な
が
ら
対
支
外
交
に
限
り
此
の
精
神

を
無
視
し
'
独
自
単
独
の
意
図
を
以
て
進
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
は
'
取
り

も
直
さ
ず
自
ら
そ
の
外
交
の
基
調
を
素
し
た
遣
り
方
で
あ
り
'
国
際
協

調
の
趨
勢
に
反
し
た
方
策
で
あ
っ
た
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
批

判
し
て
い
る
　
(
「
幣
原
外
交
と
満
洲
の
行
詰
」
『
外
交
時
報
』
六
二
三
号

(
昭
和
五
年
十
一
月
十
五
日
号
)
)
0

(
S
)
　
昭
和
六
年
三
月
七
日
着
在
上
海
重
光
臨
時
代
理
公
使
よ
り
幣
原
外
務

大
臣
宛
電
報
第
二
三
九
号
へ
同
前
注
(
-
)
　
六
三
八
文
書
。

『
外
国
ノ
対
中
国
借
款
及
投
資
関
係
雑
件
英
国
ノ
部
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.

X7)-昭
和
六
年
七
月
六
日
発
幣
原
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
重
光
臨
時
代
理

公
使
宛
第
三
八
一
号
電
報
『
中
国
二
於
テ
本
邦
人
雇
用
関
係
雑
件
』

(
K
.
4
.
1
.
0
.
2
)
-
な
お
へ
津
島
自
身
は
'
六
月
十
五
日
へ
井
上
蔵
相
か

ら
要
請
さ
れ
'
「
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
立
場
に
お
い
こ
ま
れ
」
た
結
果
へ

六
月
二
十
六
日
に
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
の
際
へ
津
島
は
'
財
務
官
と

し
て
の
地
位
の
保
持
へ
大
蔵
省
・
正
金
か
ら
の
随
伴
者
の
選
任
へ
中
国

政
府
の
待
遇
等
で
条
件
を
提
示
し
'
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
(
津
島
寿
一

著
『
芳
塘
随
想
第
十
一
集
先
輩
・
友
人
・
人
あ
れ
こ
れ
巻
三
八
森
賢
吾

さ
ん
の
こ
と
　
(
上
・
概
括
)
)
』
昭
和
三
十
八
年
へ
一
五
三
頁
)
0

(
S
)
　
昭
和
七
年
二
月
十
一
日
付
「
対
支
債
権
者
組
合
ノ
希
望
事
項
」
『
不

確
実
及
無
担
保
債
権
整
理
方
交
渉
関
係
雑
件
』
(
E
.
1
.
6
.
0
.
T
5
)
0

疋
田
康
行
「
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
日
本
の
対
中
国
経
済
政
策
の
一

側
面
～
債
務
整
理
問
題
を
中
心
に
～
」
野
沢
豊
編
『
中
国
の
幣
制
改
革

と
国
際
関
係
』
(
東
大
出
版
会
'
昭
和
五
十
六
年
)
参
照
。
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経済提携の瑳鉄(小池)

「
世
界
の
「
構
造
化
」
と
東
ア
ジ
ア
」
と
題
す
る
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
秋

田
茂
氏
の
報
告
は
'
「
ジ
ェ
ソ
ー
ル
マ
ン
資
本
主
義
論
」
と
杉
原
薫
氏
に
ょ
る

「
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
間
貿
易
論
」
を
接
合
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け

本
稿
で
は
、
対
立
す
る
概
念
と
さ
れ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
(
ア
ジ

ア
.
モ
ソ
ロ
ー
主
義
)
と
列
国
と
し
て
の
日
本
(
対
英
米
「
協
調
」
・
「
依
存
」

・
「
従
属
」
)
と
を
統
一
的
に
理
解
す
る
視
座
を
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き

た
。結
論
と
し
て
,
対
中
国
政
策
と
対
英
米
政
策
を
経
済
提
携
策
の
な
か
に
組
み

込
み
、
統
一
的
に
理
解
し
え
た
の
は
重
光
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
'
幣
原

紘
,
重
光
の
提
案
を
最
後
ま
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
ず
'
英
米
両
国
が
既
に
放

棄
し
て
い
た
列
国
協
調
に
よ
る
対
中
国
抑
止
策
に
回
帰
し
た
。
そ
し
て
、
政
治

的
強
制
的
方
策
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
「
満
州
事
変
」
で
'
幣
原
の
退
場
と
瞳
を

一
に
し
て
'
列
国
協
調
に
ょ
る
対
中
国
抑
止
政
策
も
放
棄
さ
れ
た
。

し
か
し
,
そ
の
後
へ
満
州
事
変
と
い
う
政
治
的
強
制
力
が
生
ん
だ
「
満
洲
国
」

や
国
内
の
統
制
経
済
、
そ
の
帰
結
点
と
し
て
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
と
も
に
へ

重
光
の
「
経
済
提
携
」
策
は
'
日
本
の
内
外
で
相
互
補
完
的
に
-
棲
み
分
け
つ
・

つ
-
存
在
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
路
線
こ
そ
が
「
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
間
貿

易
」
を
推
進
し
て
い
-
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
,
「
満
州
事
変
」
研
究
の
な
か
で
本
稿
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
従
来

か
ら
の
矛
盾
の
蓄
積
過
程
と
し
て
の
研
究
と
対
置
で
き
る
だ
ろ
う
(
こ
の
点
で

は
、
満
州
事
変
が
関
東
軍
の
「
謀
略
」
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
再
確
認

し
た
い
)
0

具
体
的
に
以
上
で
の
べ
た
重
光
の
経
済
提
携
策
や
'
既
に
他
の
論
文
で
明
ら

か
に
し
た
関
税
協
定
の
施
行
過
程
・
産
金
の
導
入
問
題
や
'
治
外
法
権
問
題
等

は
、
満
州
事
変
を
単
線
的
な
矛
盾
の
蓄
積
過
程
上
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

む
し
ろ
,
伏
流
の
よ
う
に
見
え
て
満
州
事
変
を
「
連
続
」
し
て
存
在
す
る
-
・

政
策
の
存
在
や
そ
の
政
策
を
起
こ
さ
せ
る
意
思
の
存
在
こ
そ
が
重
要
だ
と
い
え

よ

-

0こ
の
こ
と
は
,
政
治
史
に
お
け
る
「
～
へ
の
道
」
的
な
発
想
や
、
多
く
の
日

本
経
済
史
で
み
ら
れ
る
理
解
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
へ
「
～
へ
の
道
」
的

発
想
の
根
源
に
あ
る
の
は
'
「
戦
後
」
か
ら
の
視
点
で
あ
り
へ
そ
の
内
容
は
'

太
平
洋
戦
争
(
日
米
戦
争
)
の
重
視
や
、
戦
前
の
政
治
体
制
下
で
の
政
策
決
定

の
無
謀
性
,
為
政
者
の
無
責
任
性
へ
脆
弱
な
民
主
主
義
等
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'

本
質
的
な
問
題
は
'
無
謀
な
戦
争
と
し
て
で
は
な
-
戦
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ

と
で
あ
り
、
無
責
任
で
は
な
く
、
非
決
定
の
よ
う
に
見
え
て
も
決
定
し
て
き
た

為
政
者
達
の
存
在
で
あ
り
'
脆
弱
な
は
ず
の
「
親
英
米
派
」
が
戦
前
・
戦
後
を

通
じ
て
権
力
の
中
枢
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
'
戦
後
形
成
さ

れ
,
固
定
概
念
と
化
し
た
「
歴
史
観
」
は
相
対
化
さ
れ
へ
今
後
、
多
元
的
な
意

味
・
意
義
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
,
本
稿
は
,
平
成
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
何
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

(
広
島
大
学
総
合
科
学
部
)
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"Gentlemanly Capitalism" and the

Intra-Asian trade 1890s-1930s

-an interpretation of Japanese industrialisation-

by Shigeru AKITA

Recent scholarship, led by several Japanese economic historians, has offered new

perspective on Asian economic history. They argue that the economic growth of Asian

countries was led by the intra-Asian trade which began to grow rapidly around the turn

of the last century. On the other side, prominent British imperial hostorians, P. J. Cain

and A. G. Hopkins present a provocative thesis, `Gentlemanly capitalism and British ex-

pansion overseas', in which they emphasize the leading role of service sectors rather

than that of British industry for reassessing the nature of British expansion overseas.

The purpose of this article is to consider the British attitudes or perceptions of

Japanese economic development from 1890s to 1930s in the light of these important

historiographical revisions in Great Britain as well as in Japan. In this article, I will

treat two different periods; that is, the turn of the last century and the Inter-War years,

especially the early 1930s. By the first stage, Japan had achieved an impressive

economic growth, or a rapid industrialisation. The traditional view has been that Bri-

tam and other Great Powers had generally discouraged industrialisation in the non-Euro-

pean world and that Japan had achieved industrialisation by reacting to the Western en-

croachment or the Western impact. I shall argue rather that there was a recognized

sense of coplementarity between British and Japanese economic and political interests,

which encouraged Japanese industrialisation, and that the interest of the City of London

played an important role in setting out an economic and political framework under which

it took place. I shall explore several kinds of complementary relationships between the

U. K. and Japanese industrialisation. The primary sources on which I shall draw are

British Diplomatic and Consular Reports on Japan from 1895 to 1936.

The Failure of Economical Cooperation

-On the Problem of Debt Liguidation

before the Manchurian Incident-

by Seiichi Koike

Until the time immediately after the Manchurian Incident, the relationship between

legation minister in China Shigemitsu and minister of finance Sung TsdユWe丘was

stable. The good relationship between these two ministers were reflected by Japans
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liguidation of Chinese debts beeing accompanied by economical cooperation.

This essay makes deal, how the agreement between Shigemitsu and Sung TzhJw芭n

on the direction of one lump deorliguidation turned into a strategy of economical

cooperation-reinvestment of liguidation capital to Chine. This essay proves, that

thisstrafegy of economical cooperation failed because of the opposition of foreign and

finance minister Shidehara, the existence of american loans not going by way of Japan

and because of the economical Cooperation of the Leagne of Nations.

Although this strategy of economical cooperation be came later on the prototype of

Japans Chinese policy and this cooperation was the peak of the efforts, Japan was

thereafter going to lose the opportunity to realize her strategy.

国民革命期間,関干東北地方有権人士的国家主義
-以奉天総商会的動向為中心-

枚　　重　　充　　浩

本稿,以在"国民革命〝期間中国東北地方区的事例,特別是通過分析該地区最有力的社会

団体,即奉天総商会的動向,研究当時在中国的国民国家建設的実際状況。分析研究的結果,

我刑知道了東北的国家主義是子1927年的,反対設置"在安東日本債事館帽児山分館〝的運動

為転折,超越以往的地区主義,把国民国家建設推到了社会運動最前方的位置。而且,当時的

思想路戦中,還確定了把第一次世界大戦后関干国際法理解的変化作為前提来準備這一点。

The development of the Hininsyuku (非人宿)

during the 15th-17th centuries

by Satosi Kataoka

This study aims to making clear that the connection combined the central organization

(what is called the Honsyuku本宿) and some branch (the Matusyuku末宿) regulated

the disposition of some outcast's group in the regional community. The branch orgamza-

tion were purified the Syukumono (宿老) with the circumstances which the central

organization differentiated the various group, as the result, the regional community in-

eluded the branch organization was dotted with these groups in places. In the early

pre-modern, for the purpose of denying the sosial position by its self, the Hinmsyuku

desired the status of the Jinnin (神人). Generally speaking, the development of the

Hininsyuku was from "independence out of the Hinin (非人)" to Hindependence out of

the sosial community.
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